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●
産
業
の
振
興
と

　
　
　
　
　

元
気
な
地
域
づ
く
り

　

新
商
品
や
既
存
品
の
改
良
、
新
事
業
な
ど
の

創
出
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
意
欲
の
あ
る
中
小

企
業
や
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

「
産
業
等
の
活
性
化
支
援
補
助
金
制
度
」を
創
設

し
、
本
年
中
に
周
知
、
募
集
し
、
早
期
に
実
施
し

ま
す
。

●
交
流
人
口
の
拡
大
と
協
働
に
よ
る

　
　
　
　

活
気
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り

　

既
存
施
設
の
有
効
活
用
と
絡
め
、「
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
（
滞
在
型
市
民
農
園
）
の
試
行
に
向

け
、
本
市
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み
と
な

る
よ
う
諸
準
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は

「
新
潟
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

や
「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」
な
ど
、
全
県
を
挙
げ

て
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
も
積
極
的
に
誘
客
な
ど
に
努
め
、
交
流
人
口

の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
計
画
的

な
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
市
の
最
上
位
計

画
で
あ
る
「
村
上
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

正
化
、施
設
見
直
し
、補
助
金
の
新
交
付
基
準
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
改
革
に
着
手
し
、
市
財
政
の

健
全
化
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
安
定

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

●
均
衡
あ
る
地
域
づ
く
り

　

急
速
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
少
子
高
齢

化
に
伴
う
交
通
弱
者
へ
の
対
応
は
も
と
よ
り
、

均
衡
あ
る
地
域
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
新
た
な

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
、

組
織
体
制
を
整
備
し
、
計
画
策
定
に
着
手
し
ま

す
。

●
合
併
の
不
安
の
解
消

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
市
町
村
合
併
に
よ
る

不
安
や
不
満
な
ど
の
解
消
の
た
め
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
市
長
が
膝
を
交
え
な
が
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
く
「
市
政
懇
談
会
」
を
各
地
区
で
開
催
し
、

新
市
の
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

●
行
財
政
改
革
の
徹
底
と

　
　
　
　
　
　

健
全
財
政
の
維
持

　

昨
年
度
発
足
し
た「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」

で
議
論
し
て
い
た
だ
き
、「
行
政
改
革
大
綱
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
職
員
の
定
員
適

　

市
民
皆
さ
ま
の
期
待
と
不
安
の
中
で
「
村
上
市
」
が
誕
生
し
、
１
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
が
、今
後
一
層
こ
の
歩
み
を
確
か
な
も

の
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
、
地
域
の
活
性
化

や
本
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
あ
げ
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
で

あ
る
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
住
み
よ
い
元
気
な
村
上
市
の
創
造
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
産
業
の
振
興
と

　
　
　
　
　

元
気
な
地
域
づ
く
り

　

新
商
品
や
既
存
品
の
改
良
、
新
事
業
な
ど
の

創
出
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
意
欲
の
あ
る
中
小

企
業
や
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

「
産
業
等
の
活
性
化
支
援
補
助
金
制
度
」を
創
設

し
、
本
年
中
に
周
知
、
募
集
し
、
早
期
に
実
施
し

住
み
よ
い
元
気
な

　
　

村
上
市
の
創
造
の
た
め
に

平
成
❷❶
年
度　
施
政
方
針
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一般会計　290億9,000万円

【特別会計】224億3,530万円（前年当初比　14.5％減）
会　計　名 当初予算額 前年当初比

土 地 取 得 2,380万円 （▲30.1%）
情 報 通 信 事 業 １億20万円 （▲84.6%）
み ど り の 里 ２億2,610万円 （▲ 8.8%）
蒲 萄 ス キ ー 場 3,160万円 （　 9.3%）
あらかわゴルフ場 5,450万円 （　 2.3%）
国 民 健 康 保 険 72億5,800万円 （▲14.4%）
国民健康保険診療所 2,100万円 （▲37.5%）
後 期 高 齢 者 医 療 ６億8,060万円 （▲ 1.7%）
老 人 保 健 2,450万円 （▲98.2%）
介 護 保 険 60億5,400万円 （▲ 3.8%）
介護サービス事業 6,300万円 （▲65.2%）
下 水 道 事 業 50億6,200万円 （▲ 3.6%）
集 落 排 水 事 業 20億5,900万円 （▲ 4.4%）
簡 易 水 道 事 業 ７億7,700万円 （　10.1%）
【上水道事業会計】

区　分 収　入 支　出
収　益　的 ９億9,186万円 ８億4,955万円
資　本　的 ４億8,890万円 12億0,072万円

平成21年度　予算の概要

歳入 歳出

地方交付税
115億 1,500 万円

市税
69億 1,535 万円

市債
31億 3,800 万円

県支出金
16億 8,757 万円

国庫支出金
15億 2,562 万円

繰入金
8億 2,145 万円

諸収入
7億 1,036 万円

その他
27億 7,665 万円

議会費
2億 666万円
総務費
25億 9,290 万円
民生費
71億 1,819 万円
衛生費
19億 6,982 万円
労働費
8,255 万円
農林水産業費
17億 9,602 万円
商工費
10億 1,578 万円
土木費
34億 4,061 万円
消防費
22億 4,354 万円
教育費
38億 8,450 万円
公債費
46億 6,022 万円
諸支出金など
7,921 万円

市の財政状況は・・・

　平成19年度決算にでは、財政の健全化判断比

率４指標のうち、実質公債費比率は16.6％、将

来負担比率は196.8％となっています。実質赤字

比率および連結実質赤字比率については該当が

なく、４つの指標の早期健全化基準はクリアし

ています。

　しかしながら、本市の財政力を示す財政力指

数は0.401で、20市の中でも３番目に低く、地方

交付税などの依存財源に頼らざるを得ない体質

となっています。

　こうした厳しい財政事情の中ではあります

が、合併市町村基本計画の主要施策を基本にし

て、「自然と環境、すこやか社会、産業・文化が

息づく故
ま

郷
ち

」の実現に向けた予算編成を行って

います。

（前年当初比2.6％減）
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●
社
会
福
祉
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
を
心
身
共
に
健
や
か
に
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
昨
年
度
実
施
し
た

「
次
世
代
育
成
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」の

結
果
を
踏
ま
え
、５
カ
年
の「
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
・
後
期
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
５
月
に
神
林
地
区
の「
み
の
り
保

育
園
」が
開
園
と
な
り
、保
育
内
容
の
充
実
と
し

て
乳
幼
児
保
育
や
一
時
保
育
を
実
施
し
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
。

　

昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

に
放
課
後
の
安
全
・
安
心
な
場
を
提
供
す
る
学

童
保
育
に
つ
い
て
、
既
存
の
山
辺
里
学
童
保
育

所
は
山
辺
里
地
区
統
合
小
学
校
の
建
設
着
手
に

伴
い
、
小
学
校
と
の
一
体
的
な
整
備
を
図
り
ま

す
。

　

児
童
虐
待
を
は
じ
め
と
す
る
親
子
、
家
庭
環

境
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
地
区
要
保
護
児
童
対

策
会
議
」を
各
地
区
に
設
置
し
、関
係
機
関
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
迅
速
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
自
立
し
た
日
常
生

活
と
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

岩
船
郡
内
の
自
治
体
と
「
地
域
自
立
支
援
協
議

会
」を
共
同
運
営
し
、相
談
支
援
や
地
域
生
活
支

援
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活

の
見
守
り
体
制
の
強
化
を
図
り
、
で
き
る
だ
け

在
宅
の
生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う
諸
事
業
を
継

続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
閉
じ
こ
も
り
防
止
策

を
講
じ
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
耐
震
強
度
な
ど
、安
全
上
の

問
題
か
ら
施
設
利
用
を
休
止
し
て
い
た
「
寿
山

荘
」
の
改
修
工
事
と
「
荒
川
い
こ
い
の
家
」
の
改

築
工
事
を
行
い
、
市
民
の
福
祉
の
増
進
に
努
め

ま
す
。

●
保
健
・
医
療
の
充
実

　

母
子
と
も
に
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
て
い
た

だ
く
た
め
、
妊
婦
健
診
の
助
成
回
数
を
５
回
か

ら
14
回
に
拡
大
し
ま
す
。

　

成
人
に
つ
い
て
は
、内
臓
脂
肪
症
候
群（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
の
早
期
発
見
や
生

活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
集
団
健
診
な
ど
を
各

地
区
で
実
施
し
ま
す
。

●
生
活
環
境
基
盤
の
整
備

　

本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
次
代
に
継
承
す

る
た
め
、
環
境
の
保
全
お
よ
び
創
造
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
、「
環
境
基
本
計
画
」の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

併
せ
て「
地
球
温
暖
化
防
止
地
域
推
進
計
画
」に

も
着
手
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
治
山
・
治
水
・
海
岸
保
全

　

自
然
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
砂
防

事
業
、急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
促
進
と
、河

川
堤
防
の
保
護
・
強
化
や
水
衝
部
対
策
な
ど
の

河
川
整
備
促
進
を
引
き
続
き
、
国
・
県
へ
要
望

し
ま
す
。

　

ま
た
、海
岸
保
全
施
設
の
整
備
促
進
と
し
て
、

海
岸
侵
食
対
策
事
業
の
継
続
と
新
規
箇
所
の
事

業
着
手
を
要
望
し
ま
す
。

　

市
単
独
事
業
と
し
て
、
仲
間
町
幹
線
排
水
路

の
整
備
と
滝
矢
川
改
修
工
事
を
進
め
ま
す
。

●
安
全
対
策
の
推
進

　

地
震
災
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
、「
耐
震
改
修
促
進
計
画
」を
策
定
し
、既
存

建
築
物
の
耐
震
性
向
上
の
た
め
、
耐
震
診
断
と

耐
震
改
修
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道（
仮
称
）荒
川
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供
用
開
始
に
合
わ
せ
、
高

速
救
急
隊
を
消
防
署
荒
川
分
署
に
増
隊
し
ま

す
。さ
ら
に
同
分
署
に
１
・
５
ト
ン
水
槽
付
き
ポ

ン
プ
車
を
配
備
し
、
高
速
道
路
上
の
災
害
に
も

迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

お

も

な

事

業

安
心
と
安
全
、
人
に
優
し
い
都
市
づ
く
り

●
社
会
福
祉
の
充
実

　

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
経
費

�

２
９
２
万
円

　

寿
山
荘
経
費�

１
，
７
６
３
万
円

　

荒
川
い
こ
い
の
家
経
費�

７
，
９
５
６
万
円

●
保
健
・
医
療
の
充
実

　

母
子
保
健
経
費�

３
，
９
３
４
万
円

　

生
活
習
慣
病
予
防
対
策
経
費

�

１
億
２
，
４
７
６
万
円

●
生
活
環
境
基
盤
の
整
備

　

環
境
基
本
計
画
策
定
経
費

�

１
，
１
７
６
万
円

●
治
山
・
治
水
・
海
岸
保
全

　

排
水
路
新
設
改
良
経
費�

４
，
８
５
０
万
円

　

河
川
整
備
促
進
経
費�

２
，
２
２
３
万
円

●
安
全
対
策
の
推
進

　

常
備
消
防
防
災
施
設
整
備
経
費

�

９
，
２
０
９
万
円

　

防
災
行
政
無
線
管
理
経
費

�

５
億
１
，
１
１
５
万
円

平成21年度　主要施策と概要

安
心
と
安
全
、人
に
優
し
い
都
市
づ
く
り
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平成21年度　主要施策と概要
●
農
林
水
産
業
の
振
興

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」

お
よ
び
「
農
村
環
境
計
画
」
の
策
定
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
、「
地
産
地
消
会
議
」
を
設
置
し
、
地

産
池
消
運
動
の
展
開
と
農
林
水
産
業
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
営
ほ

場
整
備
事
業
村
上
山
辺
里
地
区
お
よ
び
県
営
広

域
農
道
整
備
事
業
下
越
中
部
地
区
の
完
了
と
、

県
営
湛
水
防
除
事
業
神
納
郷
北
部
地
区
な
ら
び

に
県
営
農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業
荒

川
２
期
地
区
お
よ
び
上
大
鳥
地
区
の
早
期
完

了
、
三
面
川
左
岸
１
期
地
区
の
県
営
か
ん
が
い

排
水
事
業
の
促
進
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
森
林
整
備
地
域

活
動
支
援
交
付
金
制
度
の
活
用
に
よ
り
、
計
画

的
な
森
林
施
業
活
動
を
支
援
し
、
森
林
の
適
切

な
整
備
と
村
上
市
産
材
利
用
住
宅
等
建
築
奨
励

事
業
な
ど
に
よ
り
、
地
域
産
材
の
利
用
拡
大
と

林
業
関
係
者
の
経
営
意
欲
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、漁
場
・
漁
業
環
境
の
整

備
と
と
も
に
、水
産
資
源
の
保
護
・
増
殖
を
図
る

た
め
、「
つ
く
り
・
育
て
・
管
理
す
る
漁
業
」の
推
進

に
努
め
、種
苗
放
流
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

　

昨
年
か
ら
続
い
て
い
る
世
界
的
な
金
融
・
経

済
危
機
の
深
刻
化
が
市
内
企
業
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、昨
年
に
引
き
続
き
、各

種
制
度
融
資
を
継
続
す
る
と
と
も
に
「
不
況
対

策
資
金
」
の
信
用
保
証
料
に
つ
い
て
全
額
補
給

を
し
、
経
営
の
安
定
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

す
。さ
ら
に
、商
工
会
議
所
や
商
工
会
の
取
り
組

み
を
支
援
し
、中
小
企
業
の
活
力
の
増
進
、商
工

業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
地
場
産
業
と
伝
統
産
業
の
振
興

　

本
市
に
は
、
農
林
水
産
加
工
品
や
伝
統
的
工

芸
品
な
ど
の
地
域
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
開
発
や
既

存
商
品
の
改
良
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
支

援
し
、生
産
物
の
高
度
化
、高
付
加
価
値
化
を
目

指
し
ま
す
。ま
た
、さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
る

「
村
上
フ
ェ
ア
」を
は
じ
め
と
す
る
特
産
品
な
ど

の
展
示
即
売
会
や
工
業
製
品
の
商
談
会
な
ど
を

継
続
し
て
開
催
し
、
取
引
先
の
新
規
開
拓
や
広

域
的
な
受
注
機
会
を
確
保
す
る
た
め
の
振
興
策

を
図
り
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　

本
市
が
目
指
す「
３
０
０
万
人
観
光
の
実
現
」

と
「
通
年
型
観
光
地
の
形
成
」
を
実
現
す
る
た

め
、具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る「
観

光
振
興
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。ま
た
、秋
田
、山

形
、新
潟
の
３
県
10
市
町
村
で
構
成
す
る「
日
本

海
き
ら
き
ら
羽
越
観
光
圏
推
進
協
議
会
」
を
基

軸
に
「
広
域
的
な
観
光
圏
」
の
実
現
に
向
け
、
連

携
し
て
誘
客
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
団
体
や
各
観
光
協
会
な
ど
が
主
催
す
る

観
光
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
、
引
き
続
き
事
業

支
援
を
行
う
と
と
も
に
、「
村
上
市
観
光
協
会
」

独
立
の
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
雇
用
対
策
の
推
進

　

本
市
の
雇
用
情
勢
は
、
求
人
の
手
控
え
や

パ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
非
正
規
雇
用
社
員
を

中
心
と
し
た
人
員
整
理
な
ど
に
よ
り
、
常
用
有

効
求
人
倍
率
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
緊
急
企
業
懇
談
会
」
や
「
人
材
育
成

に
関
す
る
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
現
況
把
握
や

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
も

引
き
続
き
安
定
的
な
就
業
場
所
の
確
保
と
新
規

雇
用
に
つ
な
が
る
企
業
誘
致
に
積
極
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
企
業
奨
励
制
度
の
適
用
要
件

や
対
象
業
種
の
見
直
し
を
行
い
、
市
内
企
業
の

雇
用
拡
大
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
都
市
づ
く
り

●
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
業
振
興
経
費�

８
，
７
７
４
万
円

　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
経
費

�

３
，
８
０
６
万
円

　

森
林
整
備
活
動
支
援
交
付
金

�

３
，
５
０
０
万
円

　

観
光
駐
車
場
整
備
（
漁
業
資
料
館
経
費
）

�

２
，
６
０
０
万
円

　

漁
港
施
設
整
備
経
費�

５
，
５
６
６
万
円

●
商
工
業
の
振
興

　

中
小
企
業
金
融
制
度
経
費

�

５
億
７
，
６
２
９
万
円

　

商
工
団
体
経
費�

２
，
１
０
７
万
円

●
地
場
産
業
と
伝
統
産
業
の
振
興

　

地
場
産
業
一
般
経
費�

１
９
４
万
円

●
観
光
の
振
興

　

観
光
振
興
一
般
経
費�

３
，
４
３
０
万
円

●
雇
用
対
策
の
推
進

　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業

�

７
９
０
万
円

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業�

３
，
０
７
０
万
円

活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
都
市
づ
く
り
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●
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

本
年
は
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
中

条
〜（
仮
称
）荒
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
が
供

用
開
始
と
な
り
、
よ
う
や
く
本
市
に
お
い
て
も

高
速
交
通
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、（
仮
称
）
朝
日
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま

で
の
間
に
つ
い
て
も
工
事
が
進
め
ら
れ
、
併
せ

て
各
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、早
期
の
供
用
開
始
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

の
荒
川
道
路
が
供
用
開
始
と
な
り
、
同
乙
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
も
本
年
度
中
の
供
用
開
始
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
高
速
道
路
な
ど
の
工
事
進
捗
に
合
わ

せ
、主
要
国
県
道
の
整
備
促
進
を
強
く
要
望
し
、

生
活
道
路
で
あ
る
幹
線
市
道
の
瀬
波
１
号
線
、

佐
々
木
学
校
町
線
、
桃
川
牧
目
線
、
布
部
高
南

線
、勝
木
上
大
鳥
線
の
事
業
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

通
院
・
通
学
な
ど
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
公
共
交
通
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
交
通
弱
者
の
増
加
や
、

観
光
客
の
二
次
交
通
の
確
保
な
ど
の
観
点
か

ら
、
本
市
に
適
合
し
た
公
共
交
通
体
系
の
構
築

が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
地
域
公
共
交
通

会
議
」を
立
ち
上
げ
、将
来
的
に
持
続
可
能
な
公

共
交
通
体
系
の
構
築
の
実
現
に
向
け
、
検
討
に

取
り
組
み
ま
す
。

●
情
報
政
策
関
連
事
業
の
整
備

　

市
町
村
合
併
に
伴
い
、
統
合
情
報
シ
ス
テ
ム

の
稼
動
を
開
始
し
、
迅
速
か
つ
合
理
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
住
民
税
年
金
特
別
徴
収
へ
の
対

応
実
施
や
公
会
計
対
応
の
機
能
強
化
を
図
り
ま

す
。ま
た
、入
札
参
加
業
務
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
を
開
始
し

ま
す
。

　

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
と
し
て
は
、
村
上

地
区
上
山
田
地
内
の
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
の

整
備
に
着
手
し
、
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
解

消
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
情
報
化
基
本
計
画

実
施
計
画
」を
策
定
し
、地
域
情
報
基
盤
の
計
画

的
な
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　

男
女
が
お
互
い
に
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
、
あ

ら
ゆ
る
場
合
に
参
画
し
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
を
創
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て
ゆ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、関
係
機
関
と
連
携
し「
村
上

市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
た
各
種

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

参
加
と
連
携
、
人
が
ふ
れ
あ
う
都
市
づ
く
り

●
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

高
速
道
路
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
経
費

�

９
，
５
０
０
万
円

　

市
道
新
設
改
良
経
費

�

１
億
３
，
６
８
９
万
円

　

道
整
備
交
付
金
経
費�

８
，
９
０
６
万
円

　

地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
事
業
経
費

�

３
億
６
，
６
５
８
万
円

　

除
雪
対
策
経
費�

２
億
２
，
１
２
７
万
円

　

公
共
交
通
一
般
経
費

�

１
億
３
，
０
７
８
万
円

●
情
報
政
策
関
連
事
業
の
整
備

　

庁
舎
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
経
費

�

２
億
１
，
８
４
１
万
円

　

�

無
線
シ
ス
テ
ム
条
件
不
利
地
域
解
消
事
業

経
費�

１
，
４
０
５
万
円

　

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業�

１
億
20
万
円

●
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　

男
女
共
同
対
策
経
費�

25
万
円

平成21年度　主要施策と概要

参
加
と
連
携
、人
が
ふ
れ
あ
う
都
市
づ
く
り
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平成21年度　主要施策と概要
●
幼
児
・
学
校
教
育
の
推
進

　

本
市
が
掲
げ
る
教
育
基
本
構
想
「
郷
き
ょ
う
い
く
育
の
ま

ち
・
村
上
」の
具
現
化
の
た
め
、昨
年
度
に
引
き

続
き
、
教
育
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
、

幼
・
保
・
小
・
中
連
携
の
取
り
組
み
を
継
続
す

る
ほ
か
、
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
適
応
指
導
教
室
の
増
設
お
よ
び
指
導
員

の
増
員
に
よ
り
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

充
実
し
、
一
層
き
め
細
や
か
な
支
援
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
制
度
の

活
用
に
よ
り
、
中
学
校
で
の
英
語
の
授
業
や
小

学
校
に
お
け
る
英
語
活
動
の
授
業
を
充
実
さ

せ
、
国
際
理
解
教
育
の
推
進
と
平
成
23
年
度
実

施
の
小
学
校
に
お
け
る
新
学
習
指
導
要
領
へ
の

対
応
を
図
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
１
日
の
大
半
を
過
ご
し
、
災
害

時
な
ど
に
は
地
域
住
民
の
避
難
先
と
も
な
る
学

校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
山
辺
里
地
区
統

合
小
学
校
の
建
設
に
着
手
す
る
ほ
か
、
村
上
南

小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
修
工
事

を
実
施
し
、
平
成
20
年
度
の
国
の
第
二
次
補
正

予
算
を
活
用
し
な
が
ら
平
林
小
学
校
体
育
館
、

さ
ん
ぽ
く
北
小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
お

よ
び
市
内
小
学
校
７
校
、
中
学
校
２
校
の
耐
震

診
断
な
ら
び
に
耐
震
補
強
設
計
を
実
施
し
ま

す
。

●
生
涯
学
習
の
推
進

　

教
育
基
本
構
想
の
理
念
の
も
と
、市
民
が
生
き

が
い
を
見
い
だ
し
、心
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、幼
児
教
育
、家
庭
教
育
な
ど
の
充
実
を
図
り
、

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
更
新
さ
れ
た
図
書

館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
有
効
に
活
用

し
、よ
り
多
く
の
市
民
の
利
活
用
を
図
る
た
め
、

情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。ま
た
、中
央
図
書
館

で
の
祝
日
開
館
を
新
た
に
実
施
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

合
併
市
町
村
基
本
計
画
に
登
載
さ
れ
て
い
る

「
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」の
計
画
的
な
整
備
を
図
る
た
め
、教
育

情
報
セ
ン
タ
ー
脇
の
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

の
推
進

　

健
康
づ
く
り
や
余
暇
の
活
動
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
関
心
は
高
い
こ
と
か
ら
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
健
康
・
体
力
づ
く
り
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、学
校

な
ど
と
連
携
し
、
競
技
力
の
向
上
を
目
指
し
た

環
境
整
備
と
指
導
技
術
の
高
い
指
導
者
養
成
に

努
め
、競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　

秋
に
は「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」本
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
本
市
は
「
相
撲
」「
銃
剣
道
」
２
種

目
の
正
式
競
技
の
会
場
と
な
り
、
そ
の
ほ
か
公

開
競
技
と
し
て
２
種
目
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
３
種
目
の
会

場
と
な
り
ま
す
。
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技

を
体
感
で
き
る
機
会
で
あ
り
、
市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今

大
会
を
契
機
に
競
技
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
両
面
の

振
興
を
図
り
ま
す
。ま
た
、市
外
か
ら
訪
れ
る
多

く
の
人
々
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を

通
じ
て
、
地
域
の
連
帯
の
輪
が
醸
成
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
文
化
の
振
興
と
歴
史
的
環
境

　

保
全

　

豊
か
な
自
然
と
と
も
に
先
人
か
ら
引
き
継
い

だ
薫
り
高
い
歴
史
と
文
化
が
本
市
に
は
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
の
継
承
は
も
と
よ
り
、新
た
な
芸
術

文
化
の
発
展
の
た
め
、
市
美
術
展
覧
会
の
充
実

を
図
り
、
市
民
だ
れ
も
が
気
軽
に
優
れ
た
芸
術

文
化
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
有
形
・
無
形
文

化
財
の
把
握
に
努
め
、
学
術
的
資
料
や
観
光
資

源
と
し
て
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。さ
ら
に
、主

要
文
化
財
マ
ッ
プ
作
成
に
向
け
た
検
討
を
行
う

な
ど
、文
化
財
の
保
護
や
周
知
に
努
め
ま
す
。

自
然
と
歴
史
、
文
化
が
薫
る
都
市
づ
く
り

●
幼
児
・
学
校
教
育
の
推
進

　

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
経
費

�

２
，
６
６
６
万
円

　

学
力
向
上
・
学
習
支
援
経
費

�

４
，
０
２
７
万
円

　

外
国
語
指
導
助
手
招
致
経
費

�

３
，
０
２
３
万
円

　

山
辺
里
地
区
統
合
小
学
校
建
設
事
業
経
費

�

６
億
７
，
７
３
６
万
円

　

小
学
校
施
設
改
修
経
費

�

２
億
５
，
３
７
１
万
円

●
生
涯
学
習
の
推
進

　

図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
経
費

�

３
，
８
８
６
万
円

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
経
費

�

１
億
３
，
３
４
３
万
円

●
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
育
成
経
費

�

１
，
６
５
４
万
円

　

ト
キ
め
き
新
潟
国
民
体
育
大
会
経
費

�

１
億
６
，
０
５
１
万
円

●
地
域
文
化
の
振
興
と
歴
史
的
環
境
保
全

　

文
化
財
保
護
経
費�

２
８
５
万
円

　

文
化
芸
術
振
興
経
費�

１
１
２
万
円

　

市
内
遺
跡
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業
経
費

�

７
，
４
４
５
万
円

自
然
と
歴
史
、文
化
が
薫
る
都
市
づ
く
り
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定額給付金の申請書を提出してください

お知らせ

　市では定額給付金申請書を各世帯に郵送しました。なお、４月５日㈰ころまでに受け付けた
申請については４月下旬の振り込みを予定していますので、早目に申請してください。

世帯主が、世帯員全員の給付金を一括して申請します。同一世帯の給付金を分割して申請、受給
することはできません。

現金給付は、最初の支給日が５月下旬以降となります。また、現金給付は、口座が停止されてい
るなど特別な場合に限ります。

ゆうちょ銀行を除く金融機関とゆうちょ銀行の記入欄は、別になります。どちらか一方を記入し
てください。

①

②

③

④

申請日、世帯主の氏名・フリガナ、住所、電話番号を記入し押印してください。

申請書に記載されている、定額給付金の給付対象者および給付金額に誤りがないか
確認してください。

①

②

郵便申請

窓口申請

⑴同封の返信用封筒に申請書を入れてください。
⑵お近くの郵便ポストに投函してください。（切手は不要です）

次の、①または②のいずれかの方法となります。

通帳のコピーを添付する
必要はありません。

詳しい記載方法は、申請書と一緒に送付した記入例をご覧ください。

近くにポストが無い場合や申請書の記入の方法がわからない場合は、
受付窓口で申請してください。（詳細は次ページをご覧ください）

定額給付金を受け取る方法について、□欄に「　」で選択してください。
（口座振込が原則です）

希望する振込口座の情報をご記入ください。（振込先は、原則世帯主名義の口座となります。
記載誤りがあると給付ができませんので、通帳をよく確認してご記入ください）

◆申請書の書き方

申　請　期　間

◆申請書の出し方 〒
─お願い─
◆早めの申請
◆郵送での申請
ご協力ください

平成21年３月30日㈪～
　　平成21年９月30日㈬

給付額（基準日２月１日）
　１人につき　12,000円
　（65歳以上の人および18歳以下の人は20,000円）
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受　付　窓　口 受付時間　［３月30日㈪〜４月12日㈰］
　月〜金曜日　午前８時�0分〜午後５時�0分
　土・日曜日　午前９時〜午後５時　市役所本庁・各支所および連絡所で受付窓

口を開設します。郵送での申請が困難な場合、

ご利用ください。なお、４月13日㈪以降も市

役所および各支所で受け付けを行います。

村上市役所　総務課　定額給付金担当� 荒川支所地域振興課総務係　☎62－3101（内線243）
　〒958－8501　村上市三之町１番１号� 神林支所地域振興課総務係　☎66－6111（内線272）
　�☎ � 53－2111（内線503、509）� 朝日支所地域振興課総務係　☎72－6880
　FAX�53－3840� 山北支所地域振興課総務係　☎77－3111

■問い合わせ■　　（受付時間）月～金曜日（祝日除く）午前８時30分～午後５時30分

山　北　地　区
３月�0日㈪から４月12日㈰まで
◆月～金曜日　山北支所　本館１階ロビー

◆土・日曜日

４月
４日㈯

９:00～
11:30

山北支所本館１階

（大川谷地区対象）

小俣集落センター

桑川生活改善センター

13:30～
17:00

山北支所本館１階

（大川谷地区対象）

中継ほたるの家

寒川生活改善センター

４月
５日㈰

９:00～
11:30

大毎集落開発センター

下大鳥ふれあいセンター

13:30～
17:00

北中生活改善センター

勝木ゆり花会館（講堂）

４月
11日㈯
12日㈰

９:00～
17:00

山北支所本館１階

（全集落対象）

朝　日　地　区
３月�0日㈪から４月12日㈰まで

（土、日曜日も行います）
◆朝日支所　１階正面玄関脇

神　林　地　区
３月�0日㈪から４月12日㈰まで

（土、日曜日も行います）
◆神林支所　１階第二会議室

荒　川　地　区
３月�0日㈪から４月12日㈰まで

（土、日曜日も行います）
◆荒川支所　１階ホール

村　上　地　区
３月�0日㈪から４月12日㈰まで

（土、日曜日も行います）
◆村上市役所　２階市民ホール

◆岩船連絡所（11日・12日は行いません）

◆上海府連絡所（11日・12日は行いません）

４月４日㈯および５日㈰の
臨時窓口のみの開設

◆村上農村環境改善センター

◆村上市勤労青少年ホーム

次の日は窓口を延長して受け付けをします。
　　　　市役所本庁：３月�1日㈫・４月１日㈬・４月２日㈭・７日㈫・９日㈭
　　　　各　支　所：３月�1日㈫・４月１日㈬・４月２日㈭・９日㈭

夜間の延長窓口について
午後７時まで延長します
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◆
年
金
か
ら
の
納
付
と
な
る
人

①�　

２
月
に
支
給
さ
れ
た
年
金
か
ら
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
人

②�　

①
以
外
で
、平
成
20
年
４
月
２
日
か

ら
10
月
１
日
ま
で
の
間
に
長
寿
医
療

制
度
に
加
入
さ
れ
た
人
で
、次
の
両
方

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
人

　

㋐�

介
護
保
険
料
を
年
金
か
ら
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
人

　

㋑�

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
と
介
護

保
険
料
の
合
計
額
が
、介
護
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
年
金

◆
仮
徴
収
額

　

�　

①
に
該
当
す
る
人
は
４
、６
、８
月
に
、

平
成
21
年
２
月
の
年
金
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
保
険
料
額
と
同
じ
額
を
年
金

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

�　

②
に
該
当
す
る
人
は
４
、６
、８
月
に
、

平
成
20
年
度
の
年
間
保
険
料
額
を
１
年

間
の
年
金
支
給
回
数
〝
６
〟
で
割
っ
た
額

を
、
年
金
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
確
定
保
険
料
額

　

�　

確
定
保
険
料
額
か
ら
４
、６
、８
月
に

納
付
い
た
だ
い
た
額
（
仮
徴
収
額
）
を
差

し
引
き
、
不
足
分
を
10
、
12
、
２
月
の
年
金

か
ら
均
等
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

７
月
に
平
成
21
年
度
の
確
定
保
険
料
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

介
護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
も
、
４
月
の
年
金
か
ら
納
付
が
始
ま
り
ま

す
。
４
月
か
ら
新
た
に
始
ま
る
人
に
は
、
個

別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
保
険
税
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
２
３
、２
２
４
）

■保険料の納付月

平成20年度 平成21年度

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 …

上記①
年金から
納付

年金から
納付

年金から
納付

年金から
納付

年金から
納付

年金から
納付

…

上記②

納付書
または
口座振替
で納付

納付書
または
口座振替
で納付

年金から
納付

年金から
納付

年金から
納付

年金から
納付

年金から
納付

…

４
月
分
の
年
金
か
ら
保
険
料
の

納
付
が
始
ま
り
ま
す

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

平成21年度

の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
人

※�

４
月
の
上
旬
ま
で
に
個
別
に
お
知
ら

せ
し
ま
す

◆
保
険
料
納
付
の
切
り
替
え
時
期

　

②
の
㋐
、㋑
に
該
当
す
る
人
で
、
10
月

２
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
の
間
に
加
入

し
た
人
は
６
月
か
ら
、12
月
２
日
か
ら
２

月
１
日
ま
で
の
間
に
加
入
し
た
人
は
８

月
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
年
金
か
ら
の
保
険
料

の
納
付
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。（
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

保
険
料
は
原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）に
な
る
人
は
、左
記
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
人
で
、４
月
か
ら
平
成
21
年
度
分
の
保
険
料
の
納
付
が
始
ま

り
ま
す
。
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平成21年度から

市税等口座振替の再振替を行います
　平成21年度から、市税などの口座振替が残高不足などで振替日に引き落としできなかった場合、

再振替を行うことになりました。

　平成20年度は、口座振替ができなかった人には口座振替不納通知をお送りし、金融機関などで納

付していただいていましたが、平成21年度からは口座振替ができなかった場合は、再振替日までに

入金していただければ口座振替ができます。引き落とし日には残高をご確認くださるようお願いし

ます。

●平成21年度　納期限および再振替日一覧表
納　期 ４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ８月分 ９月分 10月分 11月分 12月分 １月分 ２月分 ３月分

納期限
税目

４月
30日

６月
１日

６月
30日

７月
31日

８月
31日

９月
30日

11月
２日

11月
30日

12月
28日

２月
１日

３月
１日

３月
31日

市・県民税 １期 ２期 ３期 ４期

固定資産税
都市計画税

１期 ２期 ３期 ４期

軽自動車税 全期

国民健康
保険税

１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

介護保険料 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期

後期高齢者
医療保険料

１期 ２期 ３期
４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 11期 12期

再振替日
５月
15日

６月
15日

７月
13日

８月
13日

９月
14日

10月
13日

11月
13日

12月
14日

１月
13日

２月
15日

３月
15日

４月
13日

●問い合わせ　税務課収納対策室管理係　☎53－2111（内線211～213）

市税全期前納について

　市税（市・県民税、固定資産税・都市計画税）は、納期が４回に分けられています。全納期

分を一括で口座振替により納めることができます。

　口座振替と併せてお申し込みの場合は、「口座振替依頼書」の連絡欄に「全期前納」とご記

入ください。すでに口座振替をご利用の人で全期前納で納めたいという人は、税務課または、

各支所税務係の窓口でお申し込みください。平成20年度全期前納をされていた人は、特にお

申し込みの必要はありません。

←今年度はありません→
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村
上
市
の
５
つ
の
事
業
に

県
か
ら
の
助
成
金
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た

　

新
潟
県
企
業
局
で
は
、水
力
発
電
施
設
の

円
滑
な
管
理
、運
営
を
維
持
す
る
目
的
か
ら
、

施
設
所
在
市
町
村
の
振
興
に
役
立
て
る
事
業

に
対
し
、助
成（
県
営
発
電
所
所
在
市
町
村
地

域
振
興
助
成
金
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
県
営
発
電
所
所
在
市
町
村

地
域
振
興
助
成
金
は
、次
の
５
つ
の
事
業
に

あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

・
鮭
増
殖
の
稚
魚
導
入
事
業

・
さ
け
の
森も

林り

づ
く
り
事
業

・
緑
の
少
年
団
育
成
事
業

・
奥
三
面
遺
跡
群
資
料
の
公
開
、活
用
事
業

・
奥
三
面
ダ
ム
周
辺
整
備
事
業

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
２
） 写真は、昨年の鮭増殖の稚魚導入事業（鮭稚魚放流式）の様子

【
県
か
ら
市
へ
の
事
務
・
権
限
移
譲
】と
は
、こ

れ
ま
で
県
が
行
っ
て
き
た
仕
事
の
一
部
を
市

で
引
き
受
け
る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
で
す
。

地
域
の
こ
と
や
普
段
の
生
活
に
密
着
す
る
こ

と
を
県
が
決
め
る
の
で
は
な
く
、
住
民
に
身
近

で
、
地
域
の
事
情
を
良
く
知
っ
て
い
る
市
が
決

め
る
こ
と
で
、
窓
口
が
近
く
な
り
、
ま
た
市
と

県
を
経
由
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た

処
理
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、利
便
性
が
向

上
す
る
と
と
も
に
、
市
の
裁
量
が
高
ま
り
、
地

方
分
権
時
代
に
あ
っ
た
自
立
的
な
行
政
運
営

の
推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

※�

平
成
20
年
度
か
ら
市
で
可
能
と
な
っ
た
パ

ス
ポ
ー
ト
の
交
付
申
請
に
つ
い
て
も
、
県
か

ら
市
へ
の
権
限
移
譲
に
よ
る
も
の
で
す

　

権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、
事
務
量
と
費
用
対

効
果
、
類
似
団
体
の
動
向
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
た
う
え
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点

か
ら
受
け
入
れ
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
上
表
の
10
項
目

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

※�

ほ
か
の
権
限
移
譲
を
受
け
た
事
務
に
つ
い

て
は
、
主
に
市
と
県
と
の
や
り
取
り
に
よ
る

も
の
で
、
窓
口
な
ど
直
接
の
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん

●
問
い
合
わ
せ

　
　

政
策
推
進
課
行
政
改
革
係
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線
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平成21年４月１日から移譲を受けた事務

電気用品安全法に基づく適正表示に関す
る事務

鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法
律に関する事務

母子保健の向上に関する事務

工場立地法に関する事務

農地の権利移動に関する事務

農地法に基づく立入調査に関する事務

法定外公共物に係る国有財産の譲与に関
する事務

公有地の拡大の推進に関する事務

市町村立学校教職員の児童手当に関する
事務

農事組合法人に関する監事からの報告受
理事務

●�

工
場
立
地
法
に
関
す
る
届
け

出
は
市
役
所
へ

　

平
成
21
年
度
か
ら
の
県
か
ら
市
へ
の
事
務
・

権
限
移
譲
に
よ
り
、「
工
場
立
地
法
に
関
す
る

事
務
」
に
つ
い
て
、
法
律
で
定
め
る
一
定
規
模

以
上
（
敷
地
面
積
が
９
，
０
０
０
㎡
以
上
ま
た

は
建
築
面
積
の
合
計
が
３
，０
０
０
㎡
以
上
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
）
の
工
場
を
新

築
、
増
設
、
変
更
す
る
場
合
の
届
出
先
が
新
潟

県
庁
か
ら
市
役
所
に
変
わ
り
ま
す
。

【
変
更
前
】

　

新
潟
県
庁
産
業
労
働
観
光
部
産
業
立
地
課

【
変
更
後
】

　

村
上
市
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課

●
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
企
業
対
策
係

　

☎
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‐
２
１
１
１（
内
線
３
５
４
）

新
潟
県
か
ら
村
上
市
に
事
務
が
移
り
ま
す



1�　　2009.4.1

平成21年度の狂犬病集合予防注射が始まります
　平成21年度の狂犬病集合予防注射が始まります。

　４月は村上・朝日・荒川地区で下記日程により実施しますので、忘れずに受けさせてください。神林・山

北地区は５月に実施します。日程は市報５月１日号でご案内しますので、ご確認ください。

　なお、市内にお住まいの飼い主は、どの会場でも受けられますので必ず受けさせてください。

○集合注射の手数料（犬１頭につき）

　・登録済み　3,100円（注射済票交付手数料と注射料）

　・新規登録　6,100円（登録料、注射済票交付手数料と注射料）

○注射の前後は犬に激しい運動をさせないでください。

○�犬の飼い主の変更、登録事項の変更、犬が死亡、行方不明の場合は、市環境衛生課または各支所市民生活
課へ届け出が必要です。

●問い合わせ　環境衛生課生活環境室　☎53－2111（内線273）
　　　　　　　荒川支所市民生活課生活環境係　☎62－3101（内線115）
　　　　　　　朝日支所市民生活課生活環境係　☎72－6885

○村上地区

日にち 注　射　会　場 時　間

４月７日㈫

山辺里除雪車車庫前 ９:00～９:40
村上農村環境改善センター前 ９:50～10:30
鋳物師集落開発センター前 10:40～11:00
門前公民館前 11:10～11:30
馬下集落ふれあいセンター 13:00～13:10
早川集落ふれあいセンター 13:20～13:35
吉浦集落開発センター前 13:45～14:00
柏尾集落開発センター前 14:10～14:20
旧大月いちご集荷場前 14:30～14:40
ＪR間島駅前 14:50～15:10

４月９日㈭

岩船連絡所前 ９:30～10:30
岩船下大町公民館前 10:45～11:30
温泉観光案内物産センター前 13:00～13:30
勤労青少年ホーム前 14:00～15:00

４月11日㈯
市役所（本庁）車庫前 10:00～15:00
大栗田集落開発センター 10:15～10:25

○荒川地区

日にち 注　射　会　場 時　間

４月21日㈫

荒川支所前 ９:20～10:30
荒川総合体育館前 10:50～11:20
佐々木集落開発センター前 11:30～11:50
荒島集落開発センター前 13:10～13:40
下鍜冶屋公会堂前 13:50～14:30
農協荒川支店倉庫前 14:40～15:20

４月22日㈬

長政公会堂前 ９:20～９:40
名割集落開発センター前 ９:50～10:10
荒屋集落開発センター前 10:20～10:40
海老江集落開発センター前 10:50～11:10
金屋稲作転作センター前 11:20～12:00
十文字集会所前 13:10～14:10
荒川支所前 14:30～15:10

○朝日地区

日にち 注　射　会　場 時　間

４月13日㈪

下新保公会堂 ９:00～９:20
岩沢ふれあいセンター ９:30～９:50
中原集落センター 10:00～10:20
朝日中野公会堂 10:30～10:40
薦川集落開発センター 10:50～11:00
黒田集会施設 11:15～11:30
関口診療所 11:40～11:50
北大平集落センター 13:10～13:20
高根区民会館 13:30～14:00

４月14日㈫

宮ノ下消防置場 ９:00～９:20
猿沢コミュニティセンター ９:30～10:10
檜原公会堂 10:20～10:50
板屋越地区集落センター 10:55～11:10
早稲田研修センター 11:15～11:35
塩野町後楽会館 11:40～12:00
大須戸担い手センター前 13:10～13:40
蒲萄ふれあいセンター 13:55～14:05
荒沢ふれあいセンター 14:30～14:40

４月15日㈬

北部営農センター内　米倉庫裏 ９:00～９:40
大場沢公会堂 ９:50～10:10
瑞雲担い手センター 10:20～10:30
小揚・土橋脇 10:40～10:50
石住集落開発センター 11:10～11:20
布部集会施設 11:30～12:00
千縄集会施設 13:15～13:30
岩崩地区集会施設 13:40～13:50
渡部警察犬訓練所 14:10～14:25
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　市では緊急の防災情報などを24時間、携帯電話な

どにメールで配信しています。（現在登録者、約

8,000人）

●配信される内容

防災情報� ・�風水害、地震、土砂災害など防災情報

� ・避難勧告など、避難に関する情報

火災情報� ・火災発生時の場所をお知らせ

� ・鎮火情報

防犯情報� ・不審者情報、犯罪発生情報

� ・子どもの安全、安心など防犯情報

その他� ・�影響の大きい通行止めなどの交通情報

� ・市からの大切なお知らせ

� ・選挙情報など

○�配信登録・解除は市報裏表紙に掲載の「むらか

み・防犯情報ねっと」から行ってください。

4月１日㈬〜４月７日㈫

春の火災予防運動実施中
　これから春先にかけての時期は空気が乾燥し、

強い風の吹く日が多くなり、いったん火災が発生

すると、大きな火災になることがあります。火災

を発生させないために、日ごろから家庭、地域、

職場などでの火災予防を心がけてください。期間

中、消防本部、消防団の警戒活動が行なわれます。

【重点事項】
● たき火や火入れおよび入山時による林野

火災への注意
● 寝タバコの禁止、天ぷら鍋の掛け忘れに

よる火災への注意
● 石油ストーブへの給油による引火火災の

注意
● 火災の早期発見と逃げ遅れ防止に住宅用

火災警報器の設置促進
問い合わせ

　市消防本部　総務課企画広報係　☎53－7221

　

万
が
一
の
非
常
災
害
に
備
え
て
、い
ち
早
く

正
確
な
情
報
を
伝
え
る
た
め
の
設
備
が﹃
防
災

行
政
無
線
﹄で
す
。

　

こ
の
た
び
、デ
ジ
タ
ル
化
統
合
工
事
が
始
ま

り
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
工
事
期
間

：

平
成
22
年
３
月
末
ま
で
）

●
工
事
内
容

　

主
に
村
上
、神
林
、朝
日
、山
北
地
区
の
屋
外

子
局
、中
継
局
更
新
・
増
設
工
事

●
防
災
行
政
無
線
と
は

　

防
災
行
政
無
線
は
、非
常
災
害
時
に
正
確
な

情
報
を
伝
え
る
設
備
で
、災
害
な
ど
に
よ
っ
て

電
話
や
電
気
の
ケ
ー
ブ
ル
が
切
断
さ
れ
て
も

使
用
が
可
能
な
情
報
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お

り
、よ
り
確
実
な
情
報
伝
達
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
デ
ジ
タ

ル
方
式
を
採

用
し
て
い
ま

す
。

（
村
上
・
荒

川
地
区
で
貸

与
し
て
い
る

各
世
帯
の
戸

別

受

信

機

は
、そ
の
ま
ま
使
用
可
）

※�

朝
日
、
山
北
地
区
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
告
知
端

末
機
か
ら
放
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

●
防
災
行
政
無
線
で
行
う
放
送
内
容

①
定
時
放
送

　
　

お
昼
・
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
な
ど

②
災
害
放
送

　
　

�
地
震
、台
風
、火
災
等
の
災
害
・
気
象
情
報

や
緊
急
地
震
速
報
な
ど

③
一
般
放
送

　
　

市
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら
せ
な
ど

　

気
象
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
、
防
災
行
政
無
線

が
う
ま
く
聞
き
取
れ
な
い
場
合
な
ど
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
に

よ
る
情
報
配
信（
む
ら
か
み
情
報
ね
っ
と�
※
下

記
参
照
）も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
、３
１
７
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
防
災
防
犯
係

市
内
全
域
で
防
災
行
政
無
線
の

工
事
が
本
格
的
に

あなたは登録して
いますか?
メールで火災・防災・

防犯情報をキャッチ！
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平成21年度

特定健康診査・各種検診の日程のお知らせ
　市で行う特定健康診査や各種がん検診などの日程をお知らせします。これまでに検診（健診）を申し込んだ

人には、案内文を郵送します。申し込みをしなかった人で市の検診（健診）を希望するときは、本庁・各支所

にお問い合わせください。また、対象者や料金、会場などについても本庁・各支所にお問い合わせください。

村上地区 荒川地区 神林地区 朝日地区 山北地区

特定健康診査
（基本健康診査、後
期高齢者健康診査）
前立腺がん検診

６月１日㈪～23日㈫
７月30日㈭
～８月４日㈫

６月24日㈬
～７月２日㈭

７月３日㈮～15日㈬ ８月21日㈮～28日㈮
７月２日㈭～31日㈮
（８日㈬・15日㈬・
22日㈬を除く

胸部レントゲン
間接撮影

上記のほか
８月５日㈬～６日㈭

同上 同上
上記のほか
８月31日㈪
～９月２日㈬

同上

胃がん検診
４月６日㈪
～５月19日㈫

７月６日㈪～17日㈮
（７日㈫・13日㈪を
除く）

８月18日㈫
～９月７日㈪
（９月１日㈫・２日
㈬を除く）

６月11日㈭～29日㈪

９月２日㈬
～10月13日㈫（９月
３日㈭・４日㈮・７
日㈪・30日㈬・10月
７日㈬を除く）

大腸がん検診
６月１日㈪～23日㈫
７月30日㈭
～８月４日㈫

７月22日㈬・
27日㈪・30日㈭

８月18日㈫
～９月７日㈪
（９月１日㈫・２日
㈬を除く）

８月17日㈪～21日㈮

９月２日㈬
～10月13日㈫（９月
３日㈭・４日㈮・７
日㈪・30日㈬・10月
７日㈬を除く）

子宮頸がん検診
（車）

９月７日㈪～９日
㈬・14日㈪～17日㈭

４月15日㈬・23日㈭ ありません
５月13日㈬～14日
㈭・21日㈭・27日㈬

６月２日㈫～３日㈬

（施設）
村上総合病院：７月～１月（金曜日）
山北徳洲会病院：６月５日㈮～６日㈯・12日㈮～13日㈯
ほかの病院：10月～11月（櫛谷医院・遠山医院・県立坂町病院で実施予定）

乳がん検診
　（車・集団）

ありません ４月15日㈬・23日㈭ ありません ４月28日㈫・30日㈭ ６月18日㈭～22日㈪

（施設）
村上総合病院：７月～１月
下越総合健康開発センター：５月21日㈭・22日㈮・６月29日㈪
山北徳洲会病院：６月５日㈮～６日㈯・12日㈮～13日㈯

セット健診
神林保健センター：６月４日㈭～10日㈬
朝日保健センター：８月17日㈪～20日㈭

※�土・日曜日、祝日を除く。ただし、子宮頸がん・乳がん検診（施設）は、土曜日も実施するところがあり

ます

○子宮頸がん・乳がん検診について

　子宮頸がん・乳がん検診は２年に１回の検診で、申込書に記載されていた年齢が、偶数の人が対象です。

申込書の記入欄が空白で選択肢が表示されていなかった人は、今年度は対象外です。案内文は送付しません

ので、ご了承ください。

○特定健康診査・セット健診について

　40～74歳の村上市国民健康保険加入者以外の人（社会保険などの被扶養者や各種国保組合加入者）で、市

が行う特定健康診査・セット健診（40～64歳）を希望する人は、医療保険者（保険証発行者）から発送され

る特定健診受診券と健康保険証を持参して、本庁または各支所の窓口に申し込んでください。詳しくは５月

１日号の市報で改めてお知らせします。

●問い合わせ　保健医療課予防医療係　☎53－2111（内線265）�または各支所地域福祉課

　　　　　　　�荒川支所　☎62－3101（内線125）、神林支所　☎66－6111（内線111）、

　　　　　　　朝日支所　☎72－6887、山北支所　☎77－3113
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平成21年度　移動図書館車の運行表
＊問い合わせ　市立中央図書館　☎53－7511

巡回地 停留場所 開館時間
上半期巡回日

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

村

上

地

区

吉浦 公民館 ９:05－９:15

12日㈰
２日㈯

17日㈰

６日㈯

21日㈰

11日㈯

26日㈰

８日㈯

23日㈰

12日㈯

27日㈰

馬下 バス停前 ９:25－９:35
三日市 神社前 ８:50－９:05
上大町 児童館前 ９:10－９:20
上の山 駐在所前 ９:25－９:40
下相川 丸勝商店さん付近 ８:55－９:05

18日㈯
10日㈰

23日㈯
14日㈰

４日㈯

19日㈰

１日㈯

16日㈰

29日㈯

20日㈰

下山田 集落中央付近 ９:10－９:20
大関 多目的集会施設 ９:30－９:40
鋳物師 公民館 ９:45－９:55
門前 公民館 10:00－10:10
四日市 公民館 10:40－10:50

荒

川

地

区

金屋 農協倉庫 11:35－11:45

12日㈰
２日㈯

17日㈰

６日㈯

21日㈰

11日㈯

26日㈰

８日㈯

23日㈰

12日㈯

27日㈰

鳥屋 集落開発センター 11:50－12:00
堤下団地 駐車場 13:15－13:30
切田 集落開発センター 13:35－13:45
十文字 集会所 13:55－14:05
坂町 ふれあいセンター 14:10－14:20
野口 野口集会所 14:25－14:35
長政 鈴木歯科医院駐車場 14:45－14:55
荒屋 神社 15:15－15:25
花立 公会堂 11:20－11:35

19日㈰
９日㈯

24日㈰
13日㈯

５日㈰

18日㈯

２日㈰

15日㈯

30日㈰

19日㈯

貝附 消防器具置場 11:40－11:55
梨ノ木 神社前 13:05－13:20
上鍜冶屋 集会所 13:25－13:35
春木山 井上製材所さん前 13:40－13:50
荒島 集落開発センター 13:55－14:05
佐々木 集落開発センター 14:15－14:25

神

林

地

区

南田中 消防小屋前 ９:50－10:00

12日㈰
２日㈯

17日㈰

６日㈯

21日㈰

11日㈯

26日㈰

８日㈯

23日㈰

12日㈯

27日㈰

北新保 川崎酒店さん前 10:05－10:15
塩谷 神社前 10:35－10:50
松和町 保育園前 10:55－11:10
福田 旧公会堂 11:15－11:25
飯岡 小田治夫さん宅裏手 ９:00－９:10

19日㈰
９日㈯

24日㈰
13日㈯

５日㈰

18日㈯

２日㈰

15日㈯

30日㈰

19日㈯

山田 旧公会堂 ９:15－９:30
松沢 集落開発センター ９:50－10:00
平林 公会堂 10:10－10:25
湯ノ沢 集落開発センター 10:30－10:40
川部 消防小屋前 10:45－10:55
小岩内 公会堂 11:00－11:10
宿田 旧公会堂 15:00－15:15
牛屋 公会堂 15:20－15:35
山屋 集落センター ８:55－９:05

11日㈯
３日㈷

16日㈯

７日㈰

20日㈯

12日㈰

25日㈯

９日㈰

22日㈯

13日㈰

26日㈯

里本庄 集落入口 ９:10－９:25
殿岡 集落センター ９:30－９:40
指合 研修センター ９:45－９:55
南大平 消防小屋前 10:00－10:10
有明 神納小学校前 10:35－10:45
桃川 東膳寺付近 10:50－11:00
河内 公会堂 11:10－11:20
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巡回地 停留場所 開館時間
上半期巡回日

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

朝

日

地

区

宮ノ下 消防小屋前 ８:55－９:05

11日㈯
3日㈷

16日㈯

7日㈰

20日㈯

12日㈰

25日㈯

9日㈰

22日㈯

13日㈰

26日㈯

鵜渡路 集落センター ９:15－９:25
上野 公民館 ９:30－９:40
猿沢 鬼原酒店さん前 ９:45－９:55
檜原 公会堂 10:20－10:30
板屋越 集落開発センター 10:35－10:45
早稲田 研修センター 10:50－11:00
塩野町 郵便局 11:05－11:20
大須戸 担手センター 11:25－11:35
本小須戸 消防小屋脇 12:45－13:00
高根 高根バス停 13:25－13:35
北大平 宇鉄喜一さん宅前 13:45－13:55
関口 公民館前 14:00－14:10
朝日中野 高野商店さん付近 14:40－14:50
薦川 集落入口 15:00－15:15
古渡路 神社前 10:55－11:05

18日㈯
10日㈰

23日㈯
14日㈰

4日㈯

19日㈰

1日㈯

16日㈰

29日㈯

20日㈰

あけぼの 郵便ポスト前 11:10－11:25
上十川 ごみ置場付近 11:30－11:40
下新保 高田集会所 11:45－11:55
新屋 集落センター 13:15－13:25
上中島 公民館付近 13:30－13:40
笹平 桜ヶ丘高実習棟 13:50－14:00
瑞雲 担手センター 14:05－14:15
小揚 バス停付近 14:20－14:30
大場沢 会館前 14:50－15:00
小川 公会堂 15:20－15:30
蒲萄 峠の加工所駐車場 ９:10－９:20

19日㈰
9日㈯

24日㈰
13日㈯

5日㈰

18日㈯

2日㈰

15日㈯

30日㈰

19日㈯

山

北

地

区

大沢 防火用水 ９:35－９:45
大毎 満願寺 ９:55－10:10
北中 耕太寺前 10:20－10:30
中津原 林道入口 10:35－10:45
上大鳥 集落開発センター 10:50－11:00
下大蔵 集落開発センター 11:25－11:35
勝木 中町バス停 11:40－11:50
府屋 さんぽく会館 13:00－13:10
温出 給食センター脇 13:15－13:25
塔下 消防小屋 13:30－13:40
興屋 作業所前 13:55－14:05
中継 公民館 14:10－14:20
山熊田 集落入口 14:35－14:45
荒川口 集落林業センター 15:15－15:25
桑川 夕日会館駐車場 ９:45－９:55

12日㈰
2日㈯

17日㈰

6日㈯

21日㈰

11日㈯

26日㈰

8日㈯

23日㈰

12日㈯

27日㈰

今川 駅前 10:15－10:25
寒川 本間酒店さん前 10:35－10:45
越沢 庚申塚 10:55－11:05
寝屋 集落開発センター 11:15－11:25
碁石 北側防火用水 11:30－11:40
岩崎 ふれあいセンター 12:50－13:00
中浜 農村研修センター 13:10－13:20
伊呉野 佐藤猛夫さん宅前 13:25－13:35
雷 ふるさと会館 14:15－14:25
小俣 消防器具置場 14:45－14:55
杉平 集落林業センター 15:10－15:20



2009.4.1　　1�

国
民
健
康
保
険
事
業

「
出
張
体
操
教
室
」の
ご
案
内

　

町
内
会
や
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
、仲
間
同

士
で
健
康
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。担
当

者
が
う
か
が
っ
て
簡
単
な
体
操
を
行
い
ま
す
。

参
加
者
の
年
齢
や
人
数
に
合
わ
せ
た
体
操
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
す
の
で
、安
心
し
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に
は
、
契
約
温
泉

施
設
で
入
浴
で
き
る
「
無
料
入
浴
券
」
を
差
し

上
げ
ま
す
。
体
操
と
温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
、医
療
費
削
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

内　

容　

�

膝
・
腰
を
伸
ば
す
運
動
や
簡
単
な
筋

力
づ
く
り
運
動

対
象
者　

�

５
人
以
上
30
人
ま
で
で
、お
お
む
ね

40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
が
半
数

以
上
い
る
グ
ル
ー
プ
。

会
場
・
時
間

　

村
上
地
区　

各
町
内
集
会
所
な
ど

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く

　
　
　
　
　
　

�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で
の

間
で
30
分
程
度

　

荒
川
地
区　

荒
川
地
区
公
民
館
・
和
室

　
　
　
　
　
　

�

４
月
16
日
㈭　

午
前
10
時
〜

11
時
ま
で

　
　
　
　
　

※
８
月
・
12
月
に
開
催
予
定
あ
り

　昭和の歌姫・美空ひばりが大スクリーンによみがえります。

　幼年時代から全盛期までのステージ、映画などの貴重な映像

とともに、なつかしのヒット曲・ジャズナンバーなど全50曲を

お楽しみください。

と　き　５月24日㈰　午後２時～４時30分（開場１時）

ところ　村上市総合文化会館（旧朝日村総合文化会館）

料　金　1,500円（全席自由）

※�チケットは４月13日㈪から、市内地区公民館および分館、市

民ふれあいセンターにて販売します

●問い合わせ　生涯学習課　☎72－6881

村上市教育委員会主催事業

～歌は我が命～
美空ひばりフィルムコンサート

曲
目
紹
介
（
一
部
）

・
悲
し
き
口
笛

・
東
京
キ
ッ
ド

・
港
町
十
三
番
地

・
柔

・
悲
し
い
酒

・
真
赤
な
太
陽

・
み
だ
れ
髪

・
川
の
流
れ
の
よ
う
に

　

神
林
地
区　

�

神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・

２
階
研
修
室

　
　
　
　
　
　

�

５
月
14
日
㈭　

午
前
10
時
〜

11
時
ま
で

　
　
　
　
　

※
９
月
・
１
月
に
開
催
予
定
あ
り

　

朝
日
地
区　

朝
日
保
健
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

�

６
月
11
日
㈭　

午
前
10
時
〜

11
時
ま
で

　
　
　
　
　

※
10
月
・
２
月
に
開
催
予
定
あ
り

　

山
北
地
区　

勝
木
ゆ
り
花
温
泉
・
集
会
室

　
　
　
　
　
　

�
７
月
16
日
㈭　

午
後
２
時
〜

３
時
ま
で

　
　
　
　
　

※
11
月
・
３
月
に
開
催
予
定
あ
り

申
し
込
み　

�

希
望
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
事

前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
温

泉
施
設
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

村
上
地
区
以
外
の
８
月
か
ら
の
日
程
は
、
７

月
１
日
号
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

　

�

保
健
医
療
課
国
保
係　

☎
53
‐
２
１
１
１

（
内
線
２
５
２
、２
５
３
）
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４
月
６
日
㈪
〜
15
日
㈬

　

「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

　
　

「
義
と
愛
の　

心
で
つ
な
ぐ　

春
の
道
」

　

新
入
学（
園
）シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、新
た
に
通
学
・
通
園
す

る
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、高
齢

化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、多
発
す
る
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

★
運
動
の
重
点

◎
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

�　

�

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
と
い
う�

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

◎
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

�　

�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
で
す
。す
べ
て
の
座
席
で
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
　

正
し
い
マ
ナ
ー
で
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

�　

�

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。職
場
や
地
域
な
ど
で

飲
酒
運
転
の
根
絶
機
運
を
醸
成
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
生
活
交
通
係
☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
８
６
）

　

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　製品が古くなると部品などが劣化（経年劣化）し、火災や死亡事故を起こすおそれがあります。

「長期使用製品安全点検制度」は、メーカーなどに登録された製品の所有者へ点検時期をお知らせし、点検

を促すことで事故を防止するための制度です。

　下記の対象製品（特定保守製品）を購入した場合は、メーカーに所有者登録をしましょう。

○　屋内式ガス瞬間湯沸器（都市ガス用、プロパンガス用）

○　屋内式ガスバーナー付きふろがま（都市ガス用、プロパンガス用）

○　石油給湯器　　○　石油ふろがま　　○　FF式石油温風暖房機
○　ビルトイン式電気食器洗機　　○　浴室用電気乾燥機
※�賃貸住宅・アパートなどで製品を家主が設置・所有している場合は、家主が所有

者登録をしてください

○特定保守製品を買ったら

　①販売者から点検制度についての説明を受けます。

　②所有者票を返送します。（メーカーに所有者登録）

　③点検時期が来たら通知が届きます。

　④メーカーに点検を依頼します。※点検には料金がかかります

　⑤点検を受けます。

○この制度の問い合わせ

　・経済産業省　商務流通グループ　製品安全課　☎03－3501－4707
　・経済産業省　関東経済産業局　産業部消費経済課　製品安全室　☎048－600－0409
※個別の製品に関するお問い合わせは、メーカー、販売店などにご連絡ください

「長期使用製品安全点検制度」が
４月１日からスタート
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　市の公共下水道事業は、平成21年３月31日㈫から下図の区域が新たに供用を開始しました。

この完成した下水道の効果を十分にあげるためには、お住まいのトイレや台所などから出る汚水、雑排水を

下水道管に流す工事をなるべく早めに行っていただくことが必要です。皆さんのご協力をお願いします。

広がっています！
公共下水道の供用開始区域

村上地区

荒川地区

泉町、塩町の各一部

羽黒町、飯野一丁目、

飯野二丁目の各一部

岩船縦新町、岩船中新町、

岩船横新町、岩船新田町、

岩船上町、八日市の各一部

佐々木の一部

大津の一部

藤沢の一部

坂町の一部
下鍜冶屋の一部 上鍜冶屋、春木山の各一部

平成21年３月31日から供用開始となった区域
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水洗化工事はお早めに！
　市では、下水道の目的である「水質の保全・生活環境の改善・公衆衛生の向上」のために、供用開始から

３年以内に排水設備（水洗化）の工事をしていただくこととしています。

排水設備工事とは…

　�　下水道処理区域内の家庭や事業所などから出る汚水や雑排水を、公共下水道、農業集落排水施設に

接続されている公共マスに流すための排水管の敷設、汚水マスの設置、トイレなどの改造工事のこと

です。個人のご負担で工事をしていただくことになります。

　【手順】

　　１　�市の「排水設備指定工事店」から工事見積りをもらってください。（２、３社に見積りを依頼す

るのも良い方法です）その際、見積料を必要とする場合がありますので、確認のうえご依頼く

ださい。

　　２　�指定工事店に工事依頼した後は、市への届け出や確認、承認などのさまざまな手続きを、皆さ

んに代わって指定工事店がすべて行ってくれます。

浄化槽を利用している場合も接続工事が必要になります

　現在、浄化槽を利用している場合でも、下水道の供用が開始されると下水道に接続しなければなりません。

　下水道に接続すると浄化槽の維持管理をしなくて済むため、維持費がなくなります。

下水道につなぐと…

『美しい自然』を守ります

　�　汚れた水を処理して流すことにより、海や川の水がきれいになります。

『さわやかな生活』を可能にします

　�　これまでトイレがくみ取り式のお宅を水洗化することにより、衛生

的でより快適な生活ができるようになります。

『きれいなまち』を保ちます

　�　汚れた水を直接下水道管に流すので、側溝や排水路からの悪臭もな

くなり、ハエや蚊などの害虫や伝染病の発生を防ぎ公衆衛生が向上し

ます。

下
水
道
供
用
開
始
区
域
の
縦
覧

　

次
の
と
お
り
、
村
上
市
公
共
下
水
道
事
業
の
供
用
開
始
区

域
関
係
図
面
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
と　

き　

４
月
１
日
㈬
〜
２
週
間
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
と
こ
ろ　

神
林
庁
舎
２
階　

下
水
道
課

◎
区　

域　

�【
村
上
処
理
区
】
岩
船
縦
新
町
、
岩
船
中
新
町
、

岩
船
横
新
町
、
岩
船
新
田
町
、
岩
船
上
町
、
八

日
市
、
羽
黒
町
、
飯
野
一
丁
目
、
飯
野
二
丁
目
、

泉
町
、
塩
町
の
各
一
部
地
域

　
　
　
　
　

�【
荒
川
処
理
区
】
佐
々
木
、
大
津
、
藤
沢
、
坂

町
、
下
鍜
冶
屋
、
上
鍜
冶
屋
、
春
木
山
の
各
一

部
地
域

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
　
　

排
水
設
備
等
設
備
資
金
貸
付
制
度

◎
対
象
と
な
る
工
事

　

�　

下
水
道
に
接
続
す
る
た
め
の
工
事
で
、
排
水
設
備
の
設

置
、
く
み
取
り
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
工

事
、
し
尿
浄
化
槽
の
撤
去
工
事
な
ど

◎
貸
付
限
度
額　

１
０
０
万
円
ま
で
（
10
万
円
単
位
）

◎
貸
付
利
率　

平
成
21
年
度
は
２
・
25
％
（
固
定
金
利
）

◎
償
還
方
法　

10
年
以
内
の
元
利
均
等
の
月
賦
償
還

◎
借
入
申
込　

市
内
金
融
機
関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◎
そ

の

他　

�

保
証
人
や
担
保
の
設
定
な
ど
、
そ
の
他
の
貸

付
条
件
は
取
扱
金
融
機
関
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る

※�

４
月
１
日
か
ら
貸
付
利
率
は
、
変
動
金
利
か
ら
固
定
金
利

に
変
更
に
な
り
ま
し
た

●問い合わせ　下水道課普及推進係（神林支所内☎66－6111内線214）または村上・荒川支所上下水道係
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山
北
地
区
の
各
家
庭
に
は
、
こ
れ

ま
で
有
線
放
送
と
い
う
広
報
放
送
設

備
が
あ
り
ま
し
た
が
、
整
備
か
ら
30

年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
し
た
。ま
た
、地
理
的
条
件

に
よ
り
、
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
が
困

難
な
難
視
聴
地
域
が
多
く
あ
り
、
24

地
域
で
テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
が
設

置
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド（
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
）

も
、こ
れ
ま
で
は
、一
部
の
地
域
で
し

か
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
回
の

事
業
で
は
、高
速
・
大
容
量
の
情
報
を

伝
送
で
き
る
光
フ
ァ
イ
バ
を
各
家
庭

ま
で
敷
設
し
、
広
報
放
送
や
テ
レ
ビ

再
送
信
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
に
対
応

し
た
情
報
通
信
施
設
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

通
信
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
各
家
庭
に

　

旧
山
北
町
で
平
成
19
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
「
山
北
地
区
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
」
が
３
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
事
業
費
約
10
億
１
，
０
０
０
万
円

を
投
じ
、国
の「
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
」の
交
付
を
受
け
、整
備

を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

告
知
端
末
と
呼
ば
れ
る
情
報
端
末
が

設
置
さ
れ
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

情
報
を
音
声
や
文
字
、画
像
、映
像
で

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、山

北
・
朝
日
地
区
内
の
告
知
端
末
同
士

で
通
話
が
で
き
る
Ｉ
Ｐ
テ
レ
ビ
電
話

も
利
用
で
き
ま
す
。

　

放
送
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
テ
レ
ビ
放

送
の
再
送
信
が
利
用
で
き
、
地
上
波

デ
ジ
タ
ル
放
送
、
地
上
波
ア
ナ
ロ
グ

放
送
、Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
、Ｂ
Ｓ
ア

ナ
ロ
グ
放
送
、Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、

自
主
放
送
の「
あ
さ
ひ
ち
ゃ
ん
ね
る
」

が
視
聴
で
き
ま
す
。

　

通
信
サ
ー
ビ
ス
や
放
送
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
料
が

か
か
り
、
情
報
通
信
施
設
の
維
持
管

理
費
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

市
で
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
を
利
用

し
て
、
民
間
の
通
信
会
社
に
よ
る
超

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
が
、
山
北
地
区
の
ほ
ぼ
全
域
で
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
整
備
し
た
光
フ
ァ

イ
バ
は
、
携
帯
電
話
が
利
用
で
き
な

い
地
域
の
解
消
を
目
的
と
す
る
、
市

の
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業

に
も
活
用
さ
れ
、
山
北
地
区
の
６
集

落
で
新
た
に
携
帯
電
話
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

　

�

山
北
支
所
地
域
振
興
課
統
計
情
報

係
☎
77
‐
３
１
１
１

光
フ
ァ
イ
バ
で
つ
な
が
る
・
ひ
ろ
が
る

│ 

山
北
地
区
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
が
竣
工 

│

●告知放送

●ＩＰテレビ電話

通　信
サービス

●テレビ再送信
放　送
サービス

●�超高速光インターネット

（民間通信会社が提供）

インター
ネット

情報センター

（村上市山北支所）

山北地区情報

ネットワーク

携帯電話用

鉄塔アンテナ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用

光
フ
ァ
イ
バ

光
フ
ァ
イ
バ
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村
上
市
で
は
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、全
８
中
学
校
で
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

職
場
体
験
は
、中
学
生
自
ら
が
勤
労
体
験
を
す
る
こ
と
で
、各
職
場
で
真
剣
に
働
く
大
人
の
姿
に
ふ
れ
、将
来
や
進
路
に
対
す
る
夢
や
憧
れ
を
胸
に
抱

き
、自
分
の
進
路
や
生
き
方
を
真
剣
に
考
え
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
と
考
え
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、原
則
５
日
間
の
職
場
体
験
学
習
の
実
施
と
な
り
ま
す
が
、「
将
来
の
夢
」に
挑
戦
す
る
中
学
生
へ
の
励
ま
し
と
支
援
を
い
た
だ
き
、各

企
業
や
事
業
所
な
ど
の
皆
さ
ん
か
ら
中
学
生
の
職
場
体
験
の
受
け
入
れ
に
、ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
上
市
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
事
業

〜
平
成
21
年
度　

中
学
生
の
職
場
体
験
〜

　

企
業
や
事
業
所
な
ど
に
と
っ
て
、
地
域
に
中
学
生
の
職
場

体
験
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
次
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

１　

中
学
生
の
職
場
体
験
に
よ
る
職
場
の
活
性
化

２　

中
学
校
の
教
育
活
動
へ
参
画
す
る
こ
と
に
よ
る

　
　

社
会
貢
献

３　

将
来
の
地
域
産
業
を
担
う
人
材
の
育
成

４　

�

中
学
生
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
る

　
　

社
員
の
職
業
意
識
向
上

５　

地
域
に
お
け
る
、
企
業
や
事
務
所
な
ど
の
認
知
度
向
上

６　

中
学
生
や
地
域
と
の
交
流

郷
育
応
援
をお

願
い
し
ま
す

学校名 実施予定期間

山北中学校

☎77－2049
５月18日㈪～22日㈮

２年生67人予定

岩船中学校

☎56－7109
７月27日㈪～31日㈮

２年生51人予定

村上東中学校

☎53－6171
８月３日㈪～７日㈮

２年生50人予定

荒川中学校

☎62－3251
８月17日㈪～21日㈮

２年生97人予定

村上第一中学校

☎53－4155
10月22日㈭～28日㈬

２年生134人予定

朝日中学校

☎72－0346
10月26日㈪～30日㈮

２年生106人予定

平林中学校

☎66－5539
10月26日㈪～30日㈮

２年生48人予定

神納中学校

☎66－5313
11月５日㈭～11日㈬

２年生47人予定

職場体験協力のお申し出やお問い合わせは、

実行委員会や各学校にご連絡ください。

※�村上市ホームページのトップページ左にある郷育の
まち・村上でもキャリア教育情報をご覧いただけま
す

村上市キャリア・スタート・ウィーク実行委員会

　　　事務局　☎　�0254－72－6882
　　　　　　　FAX�0254－72－6403
　　　担当課　村上市教育委員会　学校教育課

村
上
市
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク

職
場
体
験
協
力
中

き
ょ
う
い
く
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第
３
回　

村
上
・
岩
船
地
域
の
医
療
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

２
月
28
日
㈯
、地
域
医
療
を
守
る
た
め
、今
必
要
な
こ
と
を
考
え
る「
村
上
・
岩
船
地
域
の
医
療

を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。医
療
を
提
供
す
る
立
場
か
ら
医
師
や
看
護
師
の

講
演
と
、
医
療
を
受
け
る
立
場
か
ら
地
元
住
民
に
よ
る
意
見
発
表
が
あ
り
、
会
場
を
訪
れ
た
約

５
０
０
人
は
地
域
医
療
の
現
状
と
課
題
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

村
上
・
岩
船
地
域
医
療
懇
談
会
の

主
催
で
開
催
さ
れ
た
「
村
上
・
岩
船

地
域
の
医
療
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
」は
、今
回
で
３
回
を
数
え
ま
す
。

　

第
１
部
は
、村
上
・
岩
船
地
域
の
医

療
機
関
か
ら
、医
師
３
人
と
看
護
師
１

人
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
主

な
内
容
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▽�

主
治
医
（
か
か
り
つ
け
医
）
を
持

ち
、
急
病
時
の
対
処
方
法
を
相
談

し
て
お
き
、
軽
症
者
は
で
き
る
限

り
夜
間
の
救
急
医
療
輪
番
病
院
へ

の
診
療
を
避
け
る
。

▽�

患
者
の
状
態
に
最
も
適
し
た
医
療

機
関
が
医
療
を
行
い
、
状
態
が
変

化
し
た
場
合
は
そ
の
変
化
に
応
じ

た
適
切
な
医
療
機
関
へ
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
が

医
療
機
関
の
責
務
で
あ
り
、
役
割

分
担
と
連
携
が
重
要
で
あ
る
。

▽�

当
地
域
に
お
け
る
救
急
医
療
に
お

い
て
、
救
急
救
命
士
な
ど
の
果
た

す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
財
政

的
な
裏
づ
け
が
あ
り
、
ま
た
役
割

や
法
的
な
位
置
づ
け
の
明
確
な
Ｍ

※

Ｃ（
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）

体
制
の
構
築
は
強
く
望
ま
れ
る
。

▽�
効
率
的
な
救
急
医
療
に
は
、
市
民

の
救
急
医
療
に
対
す
る
理
解
と
、

医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
し
よ
う

と
い
う
意
識
、
医
療
提
供
者
か
ら

患
者
サ
イ
ド
へ
の
細
や
か
な
情
報

提
供
が
重
要
で
あ
る
。

　

第
２
部
の
意
見
発
表
で
は
、
医
療

を
受
け
る
立
場
の
地
元
住
民
３
人
か

ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

▼
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所

　

ひ
と
づ
く
り
委
員
会
副
委
員
長

　
　
　
　

斉
藤　

彰　

氏

　

以
前
、
㈳
い
わ
ふ
ね
青
年
会
議
所

主
催
の
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

た
こ
と
が
あ
る
。そ
の
中
の
講
演
で
、

医
師
不
足
と
い
う
現
状
で
は
予
防
医

療
を
心
が
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
話
さ
れ
た
。
一
人
ひ

と
り
が
自
身
の
予
防
に
努
め
、
医
師

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
こ
と

が
、
医
師
不
足
と
い
う
現
状
の
課
題

を
改
善
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。ま
た
、患
者
を
病
院
へ
よ

り
早
く
搬
送
で
き
る
よ
う
高
速
道
路

の
早
期
着
工
を
お
願
い
し
た
い
。

▼
鈴
木　

真
実　

氏

（
中
原
在
住　

主
婦
）

　

出
産
難
民
と
い
う
言
葉
は
、
坂
町

病
院
の
産
婦
人
科
が
な
く
な
っ
た
と

き
、初
め
て
そ
の
言
葉
を
実
感
し
た
。

現
在
、２
人
の
子
ど
も
が
い
て
、２
人

と
も
坂
町
病
院
で
出
産
し
た
。
こ
れ

ま
で
出
産
し
て
い
た
坂
町
病
院
か
ら

産
婦
人
科
が
な
く
な
っ
た
今
、
緊
急

時
の
不
安
か
ら
、
３
人
目
の
出
産
は

考
え
ら
れ
な
い
。ま
た
、医
療
機
関
や

医
師
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
地
域
医

療
が
崩
壊
し
な
い
た
め
に
も
、
主
治

医
を
持
ち
、
診
療
が
本
当
に
必
要
な

人
だ
け
見
て
も
ら
う
な
ど
、
一
人
ひ

と
り
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

▼
鈴
木　

宗
洋　

氏

（
府
屋
在
住　

民
生
・
児
童
委
員
）

　

自
治
医
科
大
や
産
業
医
科
大
学
の

よ
う
に
、自
治
体
が
学
費
を
提
供
し
、

資
格
取
得
後
は
相
当
の
期
間
を
市
が

定
め
る
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
と

い
っ
た
制
度
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。村

上
市
で
は
奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い

る
が
、地
元
医
師
の
育
成
対
策
を
考

慮
し
た
制
度
を
定
め
、
将
来
の
医
師

不
足
解
消
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

※
Ｍ
Ｃ
体
制
と
は
…

　

救
急
現
場
か
ら
医
療
機
関
に

搬
送
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い

て
、
救
急
救
命
士
な
ど
が
医
療
行

為
を
実
施
す
る
場
合
、
当
該
医
療

行
為
を
医
師
が
指
示
ま
た
は
指

導
・
助
言
お
よ
び
検
証
し
て
そ
れ

ら
の
医
療
行
為
の
質
を
保
証
す

る
こ
と

日
本
海
東
北
自
動
車
道「
救
急
車
退
出
路
」が
完
成

─�

３
月
14
日
㈯
か
ら
運
用
開
始�

─

　

県
北
地
域
か
ら
県
立
新
発
田
病
院
へ
の
救
急
患
者
の
搬
送
時
間
を
短
縮

す
る
た
め
、
日
本
海
東
北
自
動
車
道
聖
籠
新
発
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
中
条
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
に
整
備
を
進
め
て
き
た「
救
急
車
退
出
路
」

が
完
成
し
、3
月
14
日
㈯
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
救
急
車
退
出
路
」
は
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
新
潟
支
社
新

潟
管
理
事
務
所
と
新
発
田
市
、
胎

内
市
、関
川
村
、村
上
市
が
そ
れ
ぞ

れ
協
力
の
も
と
完
成
に
い
た
っ
た

も
の
で
す
。

　

退
出
路
を
利
用
す
る
と
、現
行
の

聖
籠
新
発
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

利
用
す
る
場
合
に
比
べ
、約
３
〜
４

分
の
搬
送
時
間
の
短
縮
が
見
込
ま

れ
ま
す
。さ
ら
に
、仮
称
荒
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
通
に
よ
り
、よ

り
早
い
搬
送
が
期
待
で
き
ま
す
。
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介
護
保
険
ひ
と
く
ち
メ
モ

元気な
うちから
介護予防

「地域包括支援センター」
ってどんなところ？

お問い合わせは
地域包括支援センターへ

　高齢者が住み慣れた地域で、できる限り元気で生活していただくための介護予防の拠点、そして身近な地

域の総合相談窓口として設置された機関が「地域包括支援センター」です。

　地域包括支援センターでは、次の仕事を行っています。

皆さんの権利を守ります
○�高齢の皆さんが安心していきいきと暮らすた

めに、皆さんの持つさまざまな権利を守りま

す。成年後見制度の活用促進や虐待の早期発

見・防止に努めます。

介護予防ケアマネジメント
～自立した生活ができるよう支援します～

○�要支援１・２と認定された人に、予防プランの

作成、評価などを行います。また、支援や介護

が必要となる心配が大きい人のための、介護予

防事業を実施しています。

さまざまな方面から皆さんを支えます
○�皆さんを支える地域のケアマネジャーの後方

支援のほか、高齢の皆さんにとってより暮らし

やすい地域にするため、さまざまな機関との

ネットワーク作りに力を入れます。

なんでもご相談ください
○�高齢の皆さんやその家族、近隣に暮らす人の介

護に関する悩みや問題に対応します。介護に関

する相談以外にも、高齢者に関するさまざまな

相談を受け、必要なサービスにつなげます。

村上地区　☎53－2111（内線363）、荒川地区　☎62－0095
神林地区　☎66－6111（内線121）、朝日地区　☎72－6887
山北地区　☎77－4053

〜
介
護
認
定
の
基
準
が
変
わ
り
ま
す
〜

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
ま
た
は
期
間
満
了
に
よ
り
継
続

す
る
た
め
に
は
、
要
介
護
・
要
支
援
の
申
請
を
し
、
介
護
認

定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
認
定
の
申
請
を
行
う
と
訪
問
調
査
員
が
自
宅
な
ど

を
訪
問
し
、
本
人
の
心
身
の
状
態
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
そ

の
訪
問
調
査
の
結
果
と
、
主
治
医
意
見
書
な
ど
を
基
に
介
護

認
定
審
査
会
が
審
査
・
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

訪
問
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
は
82
項
目
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
制
度
改
正
に
よ
り
、
今
年
の
４
月
申

請
分
か
ら
は
調
査
内
容
も
変
わ
り
、
74
項
目
の
調
査
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
度
の
判
定
は
、
介
護
の
手
間
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
計
算
し
、
参
考
と
し
て
い
ま
す
が
、
手
間
の
換
算
方
法

や
審
査
方
法
も
変
わ
り
、
審
査
判
定
の
精
度
を
さ
ら
に
向
上

で
き
る
よ
う
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
既
に
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

人
に
は
、
前
回
の
訪
問
調
査
と
心
身
の
状
態
が
ほ
と
ん
ど
同

じ
状
態
で
あ
っ
て
も
、
前
回
と
異
な
っ
た
判
定
結
果
と
な
る

場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
適
切
な
審
査
判
定
が
で

き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

介
護
高
齢
課
認
定
審
査
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

さまざまな方面から皆さんを支えますなんでもご相談ください
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燃えつくせ！　君のパワーを　村上で
（村上市国体スローガン）

○問い合わせ　国体課村上分室（☎53－2202）

相撲 銃剣道 トライアスロン スケートボード 3B体操 リズム体操高等学校軟式野球（軟式）

　

高
橋
隆
一
さ
ん
（
84
歳　

５
段
）

は
、
市
内
新
町
の
出
身
で
昭
和
39
年

の
前
回
の
新
潟
国
体
で
、
村
上
高
校

体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
剣
道

競
技
の
教
員
の
部
で
優
勝
し
た
メ
ン

バ
ー
の
１
人
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
国
体
で
優
勝
す
る

た
め
に
集
ま
っ
た
県
内
屈
指
の
剣
豪

ば
か
り
。稽け
い

古こ

は
、村
上
高
校
体
育
館

で
行
い
、東
北
か
ら
四
国
、九
州
に
ま

で
遠
征
に
行
く
な
ど
日
々
稽
古
に
明

け
暮
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

一
番
の
思
い
出
は
、
東
京
都
と
の

決
勝
戦
。
優
勝
の
行
方
は
互
い
の
大

将
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
白
熱
し
た

試
合
で
、
高
橋
さ
ん
は
中
堅
と
し
て

出
場
。「
面
」で
一
本
勝
ち
し
、試
合
後

に
対
戦
し
た
相
手
と
面
会
し
た
際
に

は
、
勝
っ
た
喜
び
と
勝
た
せ
て
も

村
上
市
開
催
競
技

を
紹
介
し
ま
す
！
⑤

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
技
紹
介

　

ア
メ
リ
カ
西
海
岸
、
サ
ン
デ
ィ
エ

ゴ
で
生
ま
れ
た
こ
の
競
技
は
、
世
界

各
国
で
人
気
が
あ
り
、
日
本
で
も
注

目
さ
れ
て
い
る
競
技
で
す
。

　

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ト
ラ
イ
は
、

「
３
」を
意
味
し
、ス
イ
ム（
遠
泳
）、バ

イ
ク
（
自
転
車
）
、
ラ
ン
（
マ
ラ
ソ
ン
）

の
３
種
の
競
技
の
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
こ
の
３
種
を
連
続
し
て
行
う

と
い
う
ハ
ー
ド
な
耐
久
レ
ー
ス
で
あ

り
、「
鉄
人
レ
ー
ス
」
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

競
技
日

と　

き　

９
月
27
日
㈰

と
こ
ろ

　

�

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
会
場（
瀬
波
温
泉
〜
市
役
所
前
）

競
技
方
法

　

一
選
手
が
３
種
目
（
ス
イ
ム
1.5

㎞
・
バ
イ
ク
40
㎞
・
ラ
ン
10
㎞
）の
競

技
を
連
続
し
て
行
い
、
合
計
タ
イ
ム

を
競
い
ま
す
。

参
加
資
格

　

選
手
は
、都
道
府
県
大
会
前
に
、平

成
21
年
度
の
㈳
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
連
合
の
会
員
登
録
手
続
き
を
完
了

し
た
各
県
男
女
１
名
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

�

ト
キ
め
き
新
潟
国
体　

村
上
市
実

行
委
員
会　

☎
77
‐
４
０
５
４

トッキッキダンスコンテスト出場チーム募集
　トキめき新潟国体・トキめき新潟大会県実行委
員会では、「トッキッキダンス」コンテスト下越地
区大会の出場チームを募集しています。
　コンテストは、トキめき新潟国体・トキめき新
潟大会開会式のオープニングプログラム出演者
の選出のため行うものです。

【出場資格】
　�村上市から選出または推薦されたチーム。原則
として各カテゴリー１チーム。

【人数およびカテゴリー】
　�チームの人数は10人以上40人以下とし、次の３
つのカテゴリーごとに区分します。

　　①幼児の部（小学生未満）　②小学生の部
　　③中学生以上の部
※�年齢構成が混在している場合は、チーム最年長
者の属するカテゴリーに入ります

【推薦について】
　・�推薦するチームを選出するための市のコンテ

スト（予選）、講習会は行わない予定です。
　・�出場希望チームが多数の場合は、協議のうえ、

決定します。
【応募期限】
　４月15日㈬　※期限厳守
【応募方法】
　�所定の申し込み用紙で、トキめき新潟国体村上
市実行委員会へ提出してください。

　�申し込み用紙は、下記事務局か、市実行委員会
ホームページからダウンロードしてください。

　・�トキめき新潟国体村上市実行委員会事務局
［村上市国体課（山北庁舎）内］

　　　☎77－4054　FAX60－5062
　・村上市国体課　村上分室（消防庁舎内）
　　　☎53－2202　FAX53－4302
【その他】
　�申し込み後、推薦されたチームは、新潟県が主
催する下越地区大会に参加します。

　と　き　５月10日㈰
　ところ　�りゅーとぴあ（新潟市民芸術文化会

館）劇場
※�詳しくは、市実行委員会のホームページをご覧
ください

国体シリーズ「人」
　本国体まで６カ月。これまで国体に出

場・活躍した選手や前回の新潟国体にス

タッフとして携わった人に、その時の思

い出などをお聞きしました。

優勝を引き寄せた「一本勝ち」

○ホームページ　http://www.city.murakami.niigata.jp/sanpoku/kokutai/sinsi_index.html

第19回新潟国体　剣道競技　教員の部　優勝

第21回大分国体、第22回埼玉国体、

第23回福井国体出場

高橋　隆一さん（大欠）

ら
っ
て
申
し
訳
な
い
と
い
う
よ
う
な

気
持
ち
が
半
々
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。

　

高
橋
さ
ん
は
現
在
、
週
に
３
〜
４

日
は
近
く
の
中
学
校
に
行
っ
て
、
稽

古
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
と
剣
を
交

え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、そ
の
子
ど
も

た
ち
と
触
れ
合
う
こ
と
が
今
最
も
楽

し
み
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、今
年
の
新
潟
国
体
で
は
、

開
催
県
で
あ
る
新
潟
県
に
天
皇
杯
、

皇
后
杯
を
獲
得
し
て
ほ
し
い
と
も
話

し
て
い
ま
し
た
。

中堅で出場した
決勝戦の模様
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食
育
だ
よ
り

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
）に
備
え
よ
う

知
識
の
ワ
ク
チ
ン
で
自
分
を
守
ろ
う

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
情
報

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

冬
に
流
行
す
る
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
全
く
違
う
も
の
で
す
。新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、ワ
ク
チ
ン
も
な
い
状

況
で
す
。身
を
守
る
に
は
、情
報
を
知
識
に
変
え
て
い
く
こ
と
が

も
と
め
ら
れ
ま
す
。こ
れ
が「
知
識
の
ワ
ク
チ
ン
」と
い
う
意
味

で
す
。

な
ぜ
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
怖
い
の
か

▼�

過
去
に
人
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
も
の
で
、誰
も
免
疫
を
も
っ
て
い
な
い
。ま
た
、

現
在
、確
実
な
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
。

▼�

あ
っ
と
い
う
間
に
感
染
拡
大
し
、よ
り
多
く
の
死
者
が
で
る

と
想
定
さ
れ
、社
会
生
活
の
大
混
乱
が
心
配
さ
れ
る
。

▼�

村
上
市
民
の
被
害
想
定
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す

る
人
が
25
％（
１
７
，５
０
０
人
）死
亡
推
定
は
２
％（
３
５
０

人
）と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼�

元
気
で
若
い
人
ほ
ど
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
過
剰
に
反
応
し
、

多
臓
器
不
全
で
死
亡
す
る
率
が
高
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

交
通
網
が
発
達
し
た
現
代
、い
つ
、ど
こ
の
国
か
ら
ど
の
よ
う

に
発
症
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、必
ず
日
本
に
も
ウ
イ
ル

ス
は
進
入
す
る
と
し
て
、国
、県
は
感
染
拡
大
を
抑
え
る
た
め
の

行
動
計
画
を
作
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
、具
体
的
な
感
染
を
抑
え
る
方
法
な
ど
の
情
報

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
２
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
つ
上
で
大

切
な「
食
」に
関
す
る
情
報
を
毎
月
、施
設
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

　

今
月
は
、村
上
幼
稚
園
で
の
取
り
組
み
で
す
。

　

村
上
幼
稚
園
で
は
、卒
業
し
て
い
く
年
長
さ
ん
の
思
い
出
作

り
に
毎
年
３
月
に
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
と
は
違
っ
た
広
い
お
ゆ
う
ぎ
室
に
テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス

を
並
べ
、年
長
さ
ん
み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
る
給
食
。メ
ニ
ュ
ー

は
当
日
ま
で
ヒ
ミ
ツ
で
す
。中
央
に
並
ん
だ
ご
ち
そ
う
を
自
分

で
ト
ン
グ
を
使
っ
て
皿
に
上
手
に
取
り
分
け
ま
す
。ど
れ
に
し

よ
う
か
な
と
迷
い
、ま
た
早
く
順
番
が
こ
な
い
か
な
と
ド
キ
ド

キ
ワ
ク
ワ
ク
。「
い
た
だ
き
ま
す
」の
大
き
な
声
と
と
も
に
テ
ー

ブ
ル
の
上
の
お
変
わ
り
分
も
、あ
っ
と
い
う
間
に
全
部
完
食
で

す
。み
ん
な
で
楽
し
く
食
べ
る
給
食
は
お
い
し
く
、自
然
と
食
も

進
み
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
も
ぜ
ひ
、家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
卓
を
囲
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

●
平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
月
額
保
険
料
は

　

平
成
21
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
、月
額
１
万
４
，６
６
０
円

と
な
り
ま
す
。ま
た
、受
給
し
て
い
る
人
の
年
金
額
は
据
え
置
き

（
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
年
額
は
79
万
２
，１
０
０
円
）と
な
り

ま
し
た
。

●
平
成
21
年
度
社
会
保
険
事
務
相
談
日
程

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、新
発
田
社
会
保
険
事
務
所（
☎

０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８
）へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度　

社
会
保
険
事
務
相
談
日

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

８
日
㈬
・
22
日
㈬

13
日
㈬
・
27
日
㈬

10
日
㈬
・
24
日
㈬

８
日
㈬
・
22
日
㈬

12
日
㈬
・
26
日
㈬

９
日
㈬
・
24
日
㈭

14
日
㈬
・
28
日
㈬

11
日
㈬
・
25
日
㈬

９
日
㈬
・
22
日
㈫

13
日
㈬
・
27
日
㈬

10
日
㈬
・
24
日
㈬

10
日
㈬
・
24
日
㈬

国

民

年

金
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「
男
料
理
教
室
＆

ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」

～
失
敗
し
な
い

茶
わ
ん
蒸
し
～

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
む

ら
か
み
の
料
理
教

室
は
、「
男
料
理
教

室
」
と
「
ハ
ッ
ピ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
、

和
食
の
定
番「
茶
わ

ん
蒸
し
」を
作
り
ま

し
た
。
お
い
し
く
作
る
コ
ツ
を
教

わ
っ
て
、
と
て
も
な
め
ら
か
な
茶
わ

ん
蒸
し
が
で
き
ま
し
た
。

　

男
料
理
教
室
の
参
加
者
は
、「
さ
っ

そ
く
、
う
ち
で
作
っ
て
母
ち
ゃ
ん
に

食
べ
さ
せ
よ
う
」
と
は
り
き
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
い

つ
も
と
は
一
味
違
う
茶
わ
ん
蒸
し
が

で
き
、「
な
る
ほ
ど
ぉ
」
と
勉
強
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
「
希
楽
々
」
誕
生
ま
で
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

か
み
は
や
し
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
希
楽
々
の
「
希
楽
々
」
と
い
う

名
前
に
は「
希
望
を
持
っ
て
楽
し
く

生
き
よ
う
。い
つ
も
き
ら
き
ら
輝
い

て
い
よ
う
」そ
ん
な
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

旧
神
林
村
で
は
、住
民
の
健
康
・

体
力
づ
く
り
お
よ
び
交
流
の
場
と

し
て
平
成
５
年
に「
パ
ル
パ
ー
ク
神

林
」
が
建
設
さ
れ
、
住
民
の
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
機
運
が
盛
り
上
が
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
13
年
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、１
週
間
に
１
回
以
上

の
運
動
実
施
率
が
25
％
と
低
い
数

値
で
し
た
。
そ
の
反
面
、
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
い
と
い
う
人
は
50
％
を
超

え
て
お
り
、ス
ポ
ー
ツ
は
し
た
い
が

時
間
や
場
所
、
き
っ
か
け
が
な
い
、

仲
間
が
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
や
ク
ラ
ブ
、教

室
な
ど
に
入
り
や
す
い
雰
囲
気
、小

さ
な
子
ど
も
が
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
環
境
な
ど
の
住
民
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、４

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
﹃
健
康
づ
く
り
、

体
力
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
、
楽
し

み
づ
く
り
﹄を
見
つ
け
、「
競
技
志
向

で
は
な
い
、楽
し
み
志
向
の
ク
ラ
ブ

を
作
ろ
う
」ま
た
、「
運
動
を
し
て
い

な
い
人
や
苦
手
な
人
、で
き
な
い
環

境
に
い
る
人
な
ど
に
の
ぞ
い
て
も

ら
え
る
ク
ラ
ブ
が
必
要
で
あ
る
」と

感
じ
ま
し
た
。

　

当
時
、
地
域
で
は
「
運
動
を
す
る

人
と
し
な
い
人
の
二
極
化
現
象
」や

「
自
分
た
ち
だ
け
が
楽
し
む
閉
ざ
さ

れ
た
空
間
で
、
固
定
化
し
た
メ
ン

バ
ー
で
の
活
動
」、「
継
続
性
の
な
い

一
過
性
の
消
費
型
事
業
へ
の
参

加
」、「
少
子
化
に
よ
る
部
活
動
の
存

続
危
機
」、「
希
望
の
種
目
が
選
択
で

き
な
い
環
境
」、「
体
育
館
が
飽
和
状

態
で
新
し
い
活
動
が
で
き
な
い
」な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
解
決
し
、た

く
さ
ん
の
人
が
か
か
わ
れ
る
楽
し

い
空
間
と
、
さ
ら
に
、
個
々
の
組
織

だ
け
で
な
く
他
の
組
織
と
協
働
す

る
き
っ
か
け
を
作
れ
る
場
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
場
こ
そ
が
「
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
で
あ
る
と
、
地
域

の
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
話
し
合

い
の
中
で
合
意
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
は
、啓
発
イ
ベ
ン
ト

「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催

し
、小
学
生
か
ら
70
歳
代
の
４
０
０

人
が
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
し
て
、一
日
を
楽
し
み
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
企
画
も
み

ん
な
で
自
助
努
力
し
、
考
え
、
創
り

上
げ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　

そ
ん
な
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
啓

発
し
な
が
ら
、平
成
15
年
に
希
楽
々

は
誕
生
し
ま
し
た
。

（
希
楽
々
☆
渡
辺
優
子
）

●SPORTS CLUB●

NPO法人総合型スポーツクラブ

鮭
っ
子
ク
ラ
ブ

こ
ど
も
ス
キ
ー
教
室

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生
を
対
象

に
、ス
キ
ー
教
室
を
行
い
ま
し
た
。暖

冬
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

学
校
の
お
友
達
同
士
で
の
参
加

や
、
昨
年
も
参
加
し
て
く
れ
た
子
ど

も
た
ち
も
い
て
、
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン

が
で
き
た
よ
う
で
す
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係　
☎
72-

６
８
８
６

問�☎52－6311

４
月
か
ら
、新
し
い
教

室
や
イ
ベ
ン
ト
が

続
々
と
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
！

　

参
加
者
募
集
の
ご
案

内
は
「
市
報
む
ら
か
み
お

知
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て

い

ま

す

の

で
、
そ
ち
ら

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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　村上体育館のランニングマシンでいつもトレーニングをして

いる、カトリーナさん。

　アメリカ出身で、現在は朝日地区の外国語指導助手をしています。

　「体を動かすことが好き」というカトリーナさんは、ランニングが毎日の習慣になっていて、

天気のいい日は外に出て街の中を走っています。ほかにも市内のよさこいチームに

所属しており、イベントへも参加したそうです。

　大学では日本語を勉強し、以前は中条高校に留学していたこともあるという日本

好きなカトリーナさん。

「村上は、山や川がとてもきれい。人がとても優しくて住みやすいです」と笑顔で

答えてくれました。

●村上体育館トレーニングマシンのご利用

　高校生以上の会員で、講習会を受けた人がご利用になれます。

＜講習会＞　昼の部　毎月第２・４金曜日　午前11時～11時30分
　　　　　　夜の部　毎月第２・４水曜日　午後７時30分～８時

かみはやし総合スポーツクラブ

問�☎66－8119

Katrina　Schmidt
カトリーナ　シュミットさん

き
ら
ら
塾

　

子
ど
も
ま
つ
り

　

２
月
22
日
㈰
、
神
林
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
親
子
55

人
が
参
加
し
て
今
年
度
最
後
の
き

ら
ら
塾
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。

　

新
潟
県
肢
体
不
自
由
児
協
会
と

の
コ
ラ
ボ
企
画
で
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
を
行
い
、
絵
巻
寿
司
と

燻く
ん

製せ
い

を
作
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
、

午
後
か
ら
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、振
り
返
り
ク
イ
ズ

を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に

は
平
成
20

年
度
の
皆

勤
賞
の
発

表
も
あ
り
、

と
て
も
有

意
義
な
一

日
で
し
た
。

皆
勤
賞
は
、次
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

澤
村
蓮
さ
ん（
砂
山
小
２
年
）

　

岸
浩
史
さ
ん（
砂
山
小
２
年
）

　

加
藤
紀
美
和
さ
ん（
平
林
小
５
年
）

　

八
藤
後
美
羽
さ
ん（
神
納
東
小
１
年
）

　

塾
生
の
皆
さ
ん
一
年
間
た
く
さ

ん
の
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
。
ま
た

新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

待
っ
て
い
ま
す
。

元
気
ア
ッ
プ
親
子
セ
ミ
ナ
ー

親
子
で
元
気
に
な
り
ま
し
た
！

　

１
月
31
日
㈯
、神
納
東
小
学
校
体

育
館
で
、す
ま
い
る
く
ら
ぶ
の
元
気

ア
ッ
プ
親
子
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

新
潟
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・
サ
ポ
ー
ト
の

住
安
先
生
に
紙
飛
行
機
や
風
船
を

使
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
運
動

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。子
ど

も
た
ち
は
遊

び
の
延
長
の

よ
う
な
運
動

で
、
寒
い
体

育
館
で
も
元

気
い
っ
ぱ
い

動
き
回
り
ま

し
た
。

第
２
回　

ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

ス
ポ
レ
ッ
ク
大
会

　

２
月
15
日
㈰
、パ
ル
パ
ー
ク
神
林

で
、糸
魚
川
を
は
じ
め
県
内
各
地
や

山
形
県
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、総
勢

１
２
２
人
で
行
わ
れ
ま
し
た
。昨
年

か
ら
始
め
た
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
で

す
が
、い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
参
加

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
元
で

他
地
域
の
人

と
ゲ
ー
ム
が

で
き
る
チ
ャ

ン
ス
で
す
。

来
年
は
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
12
回

神
林
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

２
月
22
日
㈰
、
パ
ル
パ
ー
ク
神

林
で
中
学
生
５
チ
ー
ム
、
一
般
10

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。「
い
ろ
い
ろ
な
チ
ー
ム
と
試
合

が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
参
加

者
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
次
回
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
！
随
時
会
員
募
集
中
！

平
成
21
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。今
年
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

希
楽
々
」と

し
て
気
持
ち
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
皆
さ

ん
で
作
っ
て
い
く
希
楽
々
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる

ように上記イラストを掲載しています

　

２
月
15
日
㈰
小
川
小
学
校
（
佐
藤
強
平
校
長
）
で
、

創
立
１
３
０
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
全
校
児
童

や
保
護
者
、地
域
住
民
な
ど
、約
３
５
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

同
校
は
、
明
治
12
年
２
月
に
小
川
校
、
大
場
沢
校
、

十
川
校
が
合
併
し
、小
川
小
学
校
と
し
て
創
立
。平
成

16
年
に
は
長
津
小
学
校
と
統
合
し
、
現
在
の
小
川
小

学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
佐
藤
校
長
が

「
１
３
０
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
小
川
小
学
校
で

学
び
、勤
務
で
き
る
喜
び
を
子
ど
も
た
ち
、職
員
と
も

ど
も
感
じ
て
お
り
、
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
を
温
か
い
眼
で

見
守
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。ま
た
、１
３
０
年
の
あ
ゆ
み
を
ス
ラ
イ
ド
で
振

り
返
り
、
最
後
に
全
校
児
童
が
力
強
く
元
気
な
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。

小
川
小
学
校
１
３
０
周
年

を
祝
う

　

２
月
22
日
㈰
、
朝
日
地
区
公
民
館
主
催
の
第
31
回

如
月
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、
朝
日
総
合
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
９
人
制
で
行

わ
れ
、
選
手
の
参
加
資
格
は
35
歳
以
上
の
男
性
お
よ

び
学
生
を
除
く
女
性
。
冬
場
の
運
動
不
足
解
消
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
今
年
は
過
去
最
多
の
22
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

冬
期
間
の

運
動
不
足
を
解
消
！

　

２
月
22
日
㈰
、大
葉
澤
城
跡
保
存
会（
高
橋
一
栄
会

長
）
主
催
の
第
３
回
鮎
川
ま
つ
り
が
、
地
元
住
民
、
市

民
お
よ
び
平
林
城
跡
保
存
会
、
古ふ

る

館だ
て

城
跡
復
元
事
業

実
行
委
員
会
（
府
屋
）
、
市
内
外
の
各
城
跡
保
存
会
関

係
者
ら
約
１
３
０
人
の
ほ
か
、
鮎
川
家
家
臣
団
末
え

い
に
あ
た
る
山
形
県
川
西
町
か
ら
６
人
が
参
加
し
、

大
場
沢
会
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
同
保
存
会
副
会
長　

高
橋
石
五
郎
さ
ん

が「
鮎あ

ゆ
か
わ
か
も
ん
の
か
み
ひ
ぶ
ん

川
掃
部
頭
碑
文
の
謎
」に
つ
い
て
研
究
を
発
表

し
、続
い
て
関
口
出
身
の
歴
史
研
究
家�

横
山
勝
栄
さ

ん
か
ら
「
直
江
兼
続
公
と
鮎
川
氏
の
関
わ
り
に
つ
い

て
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村
上
截
断
道
会

会
員
に
よ
る
古
武
道
截
断
奉
納
演
舞
や
大
場
沢
獅
子

舞
、
直
江
兼
続
公
と
か
か
わ
り
の
あ
る
各
地
区
関
係

者
か
ら
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

第
３
回
鮎
川
ま
つ
り
に

１
３
０
人

大会結果

Aブロック

優　勝　大須戸大雪

準優勝　高根Z

第３位　役場VBC

Bブロック

優　勝　マジェスティック12

準優勝　千縄どり～むくらぶ（A）

第３位　古渡路バレーボールクラブ

Cブロック

優　勝　鷹取Honeys

準優勝　フラッシュ朝日

第３位　大須戸小雪

あさひ

あさひあさひ
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昭
和
57
年
に
子
ど
も
た
ち
に
生
の
演
劇
を
見
て
も

ら
い
た
い
と
組
織
さ
れ
た
「
山
北
お
や
こ
劇
場
」
か

ら
、演
劇
上
演
会
と
紙
芝
居
や
大
型
絵
本
な
ど
が
、山

北
地
区
の
２
つ
の
保
育
園
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
２
月

に
は
、
風
の
子
劇
団
に
よ
る
演
劇
「
イ
ソ
ッ
プ
ど
ん

丼
」と「
黄
金
の
実
」の
２
作
品
が
上
演
さ
れ
、園
児
た

ち
は
初
め
て
の
演
劇
に
目
を
輝
か
せ
、
笑
い
と
興
奮

の
中
、
話
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。同
会
は
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
か
ら
始

ま
り
、
年
３
回
程
度
の
観
劇
会
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。し
か
し
、会
員
の
減
少
に
よ
り
残
念
な
が
ら
解

散
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
残
っ
た
活
動
資
金
を
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
も
の
で
す
。

　

保
育
園
で
は
、紙
芝
居
や
大
型
絵
本
な
ど
、今
後
も

大
切
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

演
劇
上
演
会
や

紙
芝
居
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

２
月
24
日
㈫
荒
川
地
域
区
長
会
主
催
で
、

荒
川
地
区
出
身
の
市
議（
５
人
全
員
出
席
）と

区
長（
30
人
中
23
人
出
席
）と
の
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
会
合
と
な
る
本
懇
談
会
で
は
、
荒
川
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
、
市
議
会
議
員
や
地

域
の
区
長
、
支
所
（
市
職
員
）
が
い
か
に
連
携

を
図
る
か
、
ま
た
地
域
で
は
今
ど
の
よ
う
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
か
実
情
を
交
え
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
村
上
市
行
政
シ
ス
テ
ム
に
対

し
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
も
な
さ
れ
、よ
り

効
率
が
よ
く
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
行

政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
と
地
域
活
性
化
の
た

め
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
最
後
に
確
認
し
て
、
懇
談
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
㈯
、
県
内
の
小
・
中
学
校
の
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
で
構
成
す
る
新
潟
国
際
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
協
会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
白
雪
殿
〜
白
雪
姫
と
７
人
の
侍
」
が
、
教
育
情
報
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
た
く
さ
ん
の
親

子
連
れ
な
ど
が
訪
れ
、
英
語
と
日
本
語
の
歌
や
時
折

日
本
語
の
セ
リ
フ
が
入
り
交
じ
る
コ
ミ
カ
ル
な
演
技

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
は
、
市
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
も
役
者
や

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
７
人
の
侍
役
で
出
演
し
た

神
林
地
区
で
英
語
を
教
え
て
い
る
ビ
シ
ョ
ッ
プ
・
ハ

ナ
さ
ん
は「
観
客
の
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
て
、

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
」と
公
演
後
、興
奮
冷
め
や
ら
ぬ

よ
う
す
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

むらかみさんぽく

市
議
と
区
長
の
懇
談
会
開
催

あらかわ

　

２
月
27
日
㈮
、
山
北
地
区
の
北
中
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
で
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車

道「
蒲
萄
峠
道
路
」に
関
す
る
計
画
説
明
会
が

行
わ
れ
、
沿
線
住
民
約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、市
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、国

土
交
通
省
新
潟
国
道
事
務
所
の
担
当
者
か

ら
、
基
本
計
画
区
間
の
工
事
着
手
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
が
、
朝
日
IC
（
仮
称
）
か
ら
新

潟
・
山
形
県
境
間
の
ル
ー
ト
帯
と
、
そ
の
中

で
も
大
須
戸
集
落
か
ら
北
中
集
落
間
の
「
蒲

萄
峠
道
路
」
の
整
備
優
先
度
が
高
い
こ
と
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、事
前
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
４
５
１
通
の
意
見
が
寄

せ
ら
れ
、
蒲
萄
峠
道
路
を
優
先
す
る
こ
と
に

９
割
以
上
の
賛
成
意
見
が
あ
り
、
参
加
者
か

ら
は
事
業
を
望
む
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、関
係
機

関
が
連
携
し
て
ル
ー
ト
選
定
や
事
業
化
手
法
に

つ
い
て
調
整
し
て
い
く
予
定
で
す
。

日
沿
道「
蒲
萄
峠
道
路
」

説
明
会
を
開
催

さんぽく
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３
月
６
日
㈮
、鮭
公
園
で「
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
ホ
タ
ル
幼
虫
の
放
流
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
身
近
な
自
然
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
発
足
さ
れ
た
団
体
で
、
平
成
19
年
か
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。昨
年
も
ホ
タ
ル
幼
虫（
ヘ
イ
ケ
ボ

タ
ル
約
１
，
５
０
０
匹
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
約
１
，

２
０
０
匹
）の
放
流
を
鮭
公
園
内
の
池
な
ど
で
行
い
、

６
月
の
上
旬
に
は
成
虫
が
飛
び
交
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
年
の
放
流
数
は
、
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
若
干
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、昨
年
放
流
し
た
場
所
の
ほ
か
に
、

市
内
の
小
川
や
公
園
な
ど
に
放
流
し
て
、
市
内
全
体

が
「
ホ
タ
ル
の
里
」
と
な
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

身
近
な
自
然
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て

～
ホ
タ
ル
幼
虫
放
流
～

　

３
月
３
日
㈫
は
、ひ
な
ま
つ
り
。荒
島
保
育

園
で
は
、
お
ゆ
う
ぎ
室
に
園
児
が
作
成
し
た

ひ
な
人
形
を
飾
り
、
華
や
か
な
雰
囲
気
で
桃

の
節
句
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
園
長
先
生
か
ら
、
ひ
な
人
形
を
飾

る
由
来
は
、「
女
の
子
が
健
康
に
育
つ
よ
う

に
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
教
わ
り
、
各
先
生
か
ら
飾
ら
れ
た
作
品
が

紹
介
さ
れ
る
と
、
園
児
は
「
か
わ
い
い
」
と
大

き
な
声
で
感
想
を
言
い
ま
し
た
。

　

荒
島
在
住
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
、お
米
か

ら
作
ら
れ
た
お
も
ち
の
よ
う
な
食
感
の
ラ
イ

ス
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
焼
き
、

み
ん
な
で「
お
い
し
い
！
」と
食
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ひ
な
あ
ら
れ
に
見
立
て
た
ス
ポ

ン
ジ
を
は
し
な
ど
で
器
に
移
す
ゲ
ー
ム
を
み

ん
な
で
行
い
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
な
ま
つ
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
㈰
、
神
林
総
合
体
育
館
で
陸
上
競
技
技

術
講
習
会
が
行
わ
れ
、午
前
の
部
の
小
学
生
、午
後
の

部
の
中
学
生
を
合
わ
せ
て
約
80
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

講
習
会
で
は
、
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
ラ
ン
ニ
ン

グ
ク
ラ
ブ
矢
野
秀
樹
選
手
（
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ハ
ー

ド
ル
専
門
）を
講
師
に
、走
り
方
の「
コ
ツ
」を
習
い
ま

し
た
。

　

そ
の「
コ
ツ
」と
は
、脚
で
走
ろ
う
と
せ
ず
、体
で
走

ろ
う
と
意
識
す
る
こ
と
や
、
腕
振
り
は
ひ
じ
を
振
る

よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　

ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
な
ど
を
使
い
な
が
ら
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
後
、参
加
し
た
小
学
生
は「
習
っ
た
こ
と
を
実

践
し
て
、陸
上
大
会
で
が
ん
ば
り
た
い
」と
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

カ
ケ
ッ
コ
が

ぐ
ん
ぐ
ん
速
く
な
る

陸
上
競
技
技
術
講
習
会

かみはやしむらかみ

楽
し
い
！
ひ
な
ま
つ
り

あらかわ

　

荒
川
地
区
特
産
の
ク
ロ
ッ
カ
ス
が
咲
き
ま

し
た
。

　

通
常
ク
ロ
ッ
カ
ス
は
、
３
月
中
旬
か
ら
咲

き
始
め
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
暖
冬
少
雪
の

影
響
か
ら
か
２
月
中
に
咲
き
始
め
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

今
年
も
２
月
末
か
ら
黄
色
い
ク
ロ
ッ
カ
ス

が
ひ
と
つ
ふ
た
つ
と
咲
き
始
め
、
例
年
よ
り

２
週
間
ほ
ど
早
い
春
の
訪
れ
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ク
ロ
ッ
カ
ス
と
い
う
花
の
呼
び
名
は
、
雄

し
べ
の
先
が
長
い
糸
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
糸
」
を
意
味
す
る
言

葉
に
由
来
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

春
の
訪
れ
、ク
ロ
ッ
カ
ス

あらかわ

が
「
ホ
タ
ル
の
里
」
と
な
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
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３
月
16
日
㈪
、
国
土
交
通
省
羽
越
河
川
国
道
事
務

所
、村
上
市
、荒
川
漁
業
協
同
組
合
共
催
の
鮭
の
稚
魚

放
流
が
、
神
林
地
区
３
保
育
園
の
卒
園
予
定
の
園
児

80
人
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、ふ
化
後
４
カ
月
た
っ
た
体
長
４
、５
セ
ン

チ
の
鮭
の
稚
魚
約
１
万
尾
を
、
バ
ケ
ツ
の
中
に
20
尾

か
ら
30
尾
ず
つ
に
園
児
た
ち
が
分
け
入
れ
、「
元
気
に

帰
っ
て
き
て
ね
」と
荒
川
支
流
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

雪
解
け
水
の
冷
た
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
放
流
さ

れ
た
稚
魚
は
元
気
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

稚
魚
は
放
流
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
川

の
水
に
慣
れ
る
た
め
、
放
流
さ
れ
た
場
所

の
近
く
を
泳
い
で
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が

あ
た
か
も
園
児
た
ち
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

元
気
に
帰
っ
て
き
て
ね
！

神
林「
水
辺
の
楽
校
」で

鮭
の
稚
魚
放
流

　

３
月
８
日
㈰
、山
熊
田
集
落
で「
か
ん
じ
き

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
し

た
40
人
は
、
実
行
委
員
手
作
り
の
か
ん
じ
き

を
履
き
、
１
.
５
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
残
る
雪
の

上
、
往
復
約
３
キ
ロ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
折
り
返
し
地
点
に
は
雪
製
ベ

ン
チ
が
設
け
ら
れ
、
清
水
で
い
れ
た
紅
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
、
栃
も
ち
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
た

ほ
か
、宝
さ
が
し
も
行
わ
れ
、に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。ト
レ
ッ
キ
ン
グ
後
は
、山
の
幸
弁
当
で
昼

食
。午
後
か
ら
は
、ミ
ニ
か
ん
じ
き
作
り
や
つ

る
細
工
な
ど
の
生な

り

業わ
い

体
験
、
昔
な
が
ら
の
臼

と
杵き

ね

で
の
も
ち
つ
き
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。参
加
者
は
、心
地
よ
い
汗
と
山
里
な
ら
で

は
の
早
春
の
雰
囲
気
を
存
分
に
味
わ
い
、
満

足
し
た
様
子
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

3
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
の
両
日
、山
北
総
合
体
育
館

で
、第
60
回
近
郷
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
記
念
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。地
域
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
普

及
・
振
興
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
大
会
で
、今
大
会

も
県
内
各
地
、山
形
県
鶴
岡
市
や
酒
田
市
か
ら
も
参
加

し
、男
女
計
27
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、60
回
の
記
念
事
業
と
し
て
、今
年
開
催
さ
れ
る

ト
キ
め
き
新
潟
大
会（
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）

に
参
加
す
る
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。相
手
の
動
き
を
激
し
く
ブ

ロ
ッ
ク
し
た
り
、上
半
身
だ
け
の
す
る
ど
い
パ
ス
回
し

な
ど
、高
度
な
駆
け
引
き
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
白

熱
し
た
ゲ
ー
ム
に
、会
場
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
。試

合
後
に
は
、山
北
地
区
の
福
祉
作
業
所「
ぬ
く
も
り
工

房
」の
皆
さ
ん
か
ら
、国
体
で
の
健
闘
を
祈
念
し
、花
束

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

近
郷
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

第
60
回
記
念
大
会
開
催

さんぽくかみはやし

早
春
に
味
わ
う

山
熊
田
か
ん
じ
き

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

さんぽく

　

３
月
12
日
㈭
、
村
上
堆
朱
事
業
協
同
組
合

が
地
域
団
体
商
標（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
）取
得
に

よ
る
発
表
会
見
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、平

成
21
年
１
月
30
日
に
特
許
庁
の
地
域
団
体
商

標
と
し
て「
村
上
木
彫
堆
朱
」が
商
標
登
録
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
。
併
せ

て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。同
組
合
は
、他
地
域
の
も
の
と
差

別
化
を
図
る
た
め
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
作
り
や

観
光
客
の
増
加
を
図
る
Ｐ
Ｒ
、
地
域
活
性
化

の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

同
組
合
の
鈴
木
理
事
長
は
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク

を
旗
印
に
、
こ
の
商
標
登
録
が
ペ
ー
パ
ー
で

終
わ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
組
合
員
一
同
、

全
力
で
あ
た
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 「

村
上
木
彫
堆
朱
」を

地
域
ブ
ラ
ン
ド
に

むらかみ

村上木彫堆朱
のロゴマーク
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区 氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※２月11日から３月10日までの届け出です（敬称略）

※表示されている行政区は、実際登録されている町内会、集落です

人口と世帯数（�月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä33,249人（△14）　Å36，136人（△43）　�計69，385人（△57）　    22，796世帯（△5）

【お詫びと訂正】�市報むらかみ３月号に掲載した「おくやみ」で、時田　修一さん（中野）が朝日地区に掲載されていましたが、正

しくは荒川地区でした。お詫びして訂正します。

村上地区
長 　 一	 86	 大月
服 部 正 榮	 75	 庄内町
寺 江 雅 樂	 93	 飯野一丁目
中 村 和 男	 76	 山辺里
齋 藤 セ イ	 85	 塩町
加 藤 朝 子	 71	 柏尾
近　藤　トラエ	 90	 上の山
川 内 　 勲	 54	 鋳物師
松 山 光 子	 81	 松原町四丁目
川 村 留 吉	 84	 下山田
木 村 キ ヱ	 90	 早川
中　村　武四郎	 80	 新町
川 村 勇 藏	 75	 下山田
鈴 木 末 吉	 92	 岩船地蔵町
佐久間　壽　一	 77	 岩船地蔵町
木　村　ミヨシ	 86	 瀬波中町
長谷川　賢　治	 85	 吉浦
石 山 き や	 92	 肴町
中 野 榮 治	 85	 羽黒町
川 村 　 保	 89	 下山田
倉 松 セ イ	 93	 庄内町
中 島 　 昭	 58	 大欠
髙 橋 ユ キ	 87	 泉町
渡 邉 久 次	 92	 岩船新田町
鈴 木 ナ カ	 90	 飯野一丁目

村上地区
徠羽（くれは）	 尾 形 　 悟	 泉町
海翔（かいと）	 木 村 和 哉	 上山田
笑空（えそら）	 長 島 良 輔	 南町二丁目
朝陽（あさひ）	 瀬 賀 真 亮	 大月
暖斗（はると）	 遠 藤 友 久	 山居町二丁目
香音（かのん）	 本 間 政 幸	 南町二丁目
千愛（ちあ）	 髙 橋 雅 也	 緑町一丁目
吾妻（あづま）	 大 滝 和 也	 山居町一丁目
唯菜（ゆいな）	 伴　田　正三郎	 岩船中新町
藍人（あいと）	 渋 谷 直 人	 山居町二丁目
琉生（るい）	 稲 英 人	 山居町一丁目
浩介（こうすけ）	 瀬 賀 政 紀	 下相川
楓（かえで）	 田 澤 竜 大	 四日市
大雅（たいが）	 五十嵐　雅　紀	 山居町一丁目

山北地区
正寿（まさなが）	 増 子 正 臣	 府屋学校町
慎之介（しんのすけ）	 佐 藤 　 栄	 立島
桃花（ももか）	 富 樫 　 充	 荒川
瑛翔（えいと）	 羽 田 雅 樹	 下大鳥

荒川地区
航平（こうへい）	 遠 山 謙 作	 山口
ゆあ	 松 本 和 裕	 下鍜冶屋
萌華（もか）	 齊 藤 直 人	 鳥屋
莉央（りお）	 川 村 隆 之	 荒島

神林地区
祉向（しこう）	 鈴 木 禎 明	 上助渕
紅愛（くれあ）	 齋 藤 芳 和	 山屋
美桜（みお）	 野 澤 一 彦	 塩谷
遥斗（はると）	 阿 部 竜 一	 松沢
冬泰（とうや）	 仲 山 　 勝	 新飯田

朝日地区
莉愛（りあ）	 佐 藤 達 也	 関口
瑞紀（みずき）	 佐 　 隼 人	 あけぼの
さくら	 佐 藤 　 健	 石住
孟（たける）	 小 田 　 篤	 寺尾
菫（すみれ）	 田 村 雄 介	 十川
灯和（とわ）	 板 垣 　 智	 下新保

荒川地区
磯 部 又 二	 74	 荒島
川 口 サ ダ	 82	 山口
川 村 ス イ	 88	 荒島
須　貝　ヨシエ	 84	 大津
冨　樫　虎五郎	 79	 下鍜冶屋
山 田 モ ツ	 87	 坂町
阿 部 キ ノ	 97	 下鍜冶屋
臼　井　トミエ	 77	 鳥屋
渡 部 正 美	 81	 坂町
　 野 サ エ	 82	 藤沢

神林地区
木 村 公 生	 55	 平林
大 島 守 雄	 74	 福田
齋　藤　伊左衛門	83	 河内
藤　田　榮太郎	 85	 上助渕
齋 藤 久 吉	 89	 飯岡

朝日地区
貝　沼　ナツ子	 70	 大場沢
横 山 希 韶	 81	 関口
三　友　ハルエ	 81	 大場沢
富　樫　卯一郎	 76	 岩沢
中 山 友 吉	 77	 大須戸
板 垣 ヱ ノ	 94	 薦川
貝　沼　美登利	 84	 下新保
　𠩤　トヨミ 77 早稲田
小 野 キ ミ	 93	 十川
鈴　木　𠮷太郎 82 北大平
　𠩤　五郎八	 84 蒲萄
島 田 キ エ	 80	 下新保
佐　藤　ハツイ	 86	 猿田

山北地区
本 間 　 廣	 72	 浜新保
岩 佐 　 子	 75	 北黒川
木　村　キチヨ	 89	 雷
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

新　着　図　書

◆…一般書、○…児童書

� 【中央図書館】火　曜　日　15：30～　　土　曜　日　11：00～

よみきかせのある日�【朝日図書館】第４土曜日　10：00～

� 【荒川図書室】第３土曜日　10：00～（４・８・３月を除く）

４月から中央図書館は　祝日も開館します。
開館時間は　午前９時〜午後５時　となります。

※中央図書館の休館日は

　①月曜日（その日が祝日の場合は開館し、その直後の平日が休館日となります）

　②第２金曜日、③年末年始、④特別整理期間　となりますので、ご了承ください。

【中央図書館新着図書】

◆　英雄の書　上・下（宮部みゆき）

◆　三国志１～７（宮城谷昌光）

◆　幸
こう

田
だ

文
あや

しつけ帖（青木玉　編）

◆　流れる星は生きている（藤原てい）

◆　世界の鍋　いつもと違うごちそうレシピ厳選29

◆　育休パパになろう（とも）

○　ぼくはめいたんてい１～５（Ｍ・Ｗ・シャーマット）

○　ばばばあちゃんのなんでもおこのみやき（さとうわきこ）

○　としょかんライオン（ケビン・ホークス）

○　ようちえんっていうところ（Ｇ．ブライアン・カラス）

【朝日図書館新着図書】

◆　ふるさとの歌ごころ（荒井清志）

◆　悼む人（天童荒太）

◆　千世と与一郎の関ケ原（佐藤雅美）

◆　ベンジャミン・バトン（スコット・フィッツジェラルド）

◆　幼稚園のおべんとうママたちの裏ワザ大全書

○　吟遊詩人ビードルの物語（Ｊ．Ｋ．ローリング）

○　なのはなみつけた（ごんもりなつこ）

○　たねそだててみよう（ロレッタ・クルピンスキ）

図
書
館
ま
つ
り

と　

き　

�

４
月
25
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

◆
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

　

�

楽
器
体
験
タ
イ
ム
（
正
午
〜
午
後

１
時
）も
あ
る
よ
!

　

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　

１
階
ホ
ー
ル

◆
む
か
し
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー

　

�

お
手
玉
や
紙
風
船
、
お
り
が
み
な

ど
。昔
ば
な
し
も
聞
け
る
よ
！

　

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
　

２
階

◆
お
茶
席

　

�

お
茶
を
習
っ
た
こ
と
の
な
い
人
で

も
気
軽
に
い
た
だ
け
ま
す
。

　

・
午
前
11
時
〜
正
午

　
　

１
階
ホ
ワ
イ
エ

◆
朗
読「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

　

・
午
後
１
時
〜
２
時

　
　

１
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

◆
古
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
市

　

�
図
書
館
で
保
存
期
限
の
過
ぎ
た
雑

誌
を
１
冊
10
円
で
お
売
り
し
ま

す
。
最
新
で
も
２
年
前
の
雑
誌
で

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

＊
袋
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　

・�

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

　
　

２
階
多
目
的
研
修
ル
ー
ム

◆
ブ
ッ
ク
コ
ー
ト
講
習

　

�

大
切
な
本
を
き
れ
い
に
、
丈
夫
に

保
存
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

＊�

ご
自
宅
の
本
を
１
冊
お
持
ち
く

だ
さ
い

　

・�

午
前
10
時
〜
11
時

　
　

１
階
図
書
館
談
話
室

◆
移
動
図
書
館
車
展
示

　

�

一
度
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
貸

し
出
し
も
で
き
ま
す
。

　

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

玄
関
前

お
は
な
し
ワ
ー
ル
ド

　

村
上
市
・
岩
船
郡
で
一
斉
に
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
楽
し
い

お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い
！
ぜ
ひ
、
お

近
く
の
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
25
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館
児
童
図
書
室

　

�

お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
、
市
総
合
文

化
会
館
、荒
川
地
区
公
民
館
、神
林

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
さ
ん

ぽ
く
会
館
、関
川
村
公
民
館
、粟
島

浦
村
資
料
館

※�

各
会
場
で
の
詳
し
い
内
容
や
時
間

は
会
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　３月６日㈮、おしゃぎり会館で村上茶手
て

揉
もみ

保存会による手揉製

茶の実演が行われました。

　職人が焙
ほい

炉
ろ

といわれる熱を発した台に蒸した茶葉を載せ、およ

そ６時間かけて作り上げます。

　訪れた観光客などは、ほのかに香る茶葉の香りを楽しみながら、

食い入るように職人たちの手さばきを見つめていました。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u先日、暖かい陽気に誘われ、三面川の

土手にジョギングに出かけました。海に

向かって土手沿いを気持ちよく走って

いると、たくさんの空き缶やビンを目に

しました。なかには衣類やかばんなども

捨ててあり、この状況にとても残念な気

持ちでした。美しい自然を守るには、私

たち一人ひとりの心がけが大切。uこれ

から行楽シーズンを迎えます。お出かけ

の際には、ごみを持ち帰るなど、環境美

化につとめ、晴れやかな気分で楽しみた

いものです。○ひ

市営あらかわゴルフ場

荒川高校

平林小学校

大津保育園

坂町駅

平林駅

羽越本線
荒川

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

日
本
一
の
清
流〝
荒
川
〟の
河
川
敷
に「
村
上
市

営
あ
ら
か
わ
ゴ
ル
フ
場
」
が
あ
り
ま
す
。
河
川
敷

コ
ー
ス
で
あ
り
な
が
ら
、８
６
８
ヤ
ー
ド
の
超
ロ

ン
グ
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
全
18
ホ
ー
ル
、

６
，
０
６
５
ヤ
ー
ド
の
本
格
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で

す
。コ
ー
ス
は
平
坦
で
す
が
、広
々
と
し
て
お
り
、

初
心
者
に
も
最
適
な
コ
ー
ス
で
す
。
た
だ
し
、
荒

川
名
物「
だ
し
の
風
」が
吹
く
と
一
変
、リ
ン
ク
ス

風
の
趣
の
あ
る
コ
ー
ス
に
変
わ
り
、攻
略
性
が
増

し
ま
す
。

　

平
日
３
，５
０
０
円
か
ら
の
低
料
金
で
ラ
ウ
ン

ド
プ
レ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
５
月
中
旬
か

ら
は
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
早
朝
プ

レ
ー
、薄
暮
プ
レ
ー
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
鳥
の
さ
え
ず
り
、風
の
匂に
お

い

な
ど
荒
川
の
自
然
を
堪
能
し
な
が
ら
、プ
レ
ー
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
問
い
合
わ
せ

・
市
営
あ
ら
か
わ
ゴ
ル
フ
場

　

☎
62
‐
１
１
０
０


